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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ー
ク
ル
州
知
事
は
14

日
、
州
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
数
が
下
が
り
始

め
た
こ
と
を
受
け
、﹁
新
型
コ

ロ
ナ
の
雲
は
切
れ
て
き
た
﹂
と

ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
と
の
見
方
を

示
し
た
。
し
か
し
入
院
患
者
が

１
万
２
０
０
０
人
を
超
え
る
な

ど
医
療
機
関
は
ひ
っ
迫
し
て
い

る
と
し
て
、
引
き
続
き
追
加
接

種
を
含
む
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
や

マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
対
策
を
徹

底
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

昨
年
末
よ
り
デ
ル
タ
株
よ
り

感
染
力
が
強
い
と
さ
れ
る
変
異

種
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
蔓
延
に
よ

り
入
院
患
者
が
急
増
、
１
月
上

旬
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の

入
院
患
者
の
お
よ
そ
半
分
が
新

型
コ
ロ
ナ
患
者
と
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
州
全
体
の
新
規
感
染
者

は
16
日
時
点
で
５
万
１
２
６
４

人
で
１
週
前
の
約
９
万
人
か
ら

大
き
く
下
が
っ
た
。
陽
性
率
は

13
％
で
、
１
週
前
の
23
％
か
ら

大
幅
に
下
が
っ
た
。
と
く
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
の
高
い
Ｎ
Ｙ
市

は
減
少
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て

い
る
。

　

近
隣
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
や
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
も
減
少

傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
米
国
全

体
で
は
感
染
拡
大
は
依
然
続
い

て
お
り
16
日
時
点
の
新
規
感
染

者
数
︵
直
近
７
日
間
平
均
︶
は

お
よ
そ
80
万
人
と
な
り
過
去
最

多
を
更
新
し
た
。

　

外
務
省
国
際
機
関
人
事
セ
ン

タ
ー
は
日
本
時
間
1
月
22
日

︵
土
︶、
2
月
6
日
︵
日
︶、
2

月
19
日
︵
土
︶
に
﹁
２
０
２
２

年
度
Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験
説
明
会
﹂
を

開
催
す
る
。
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
制
度

と
は
、
１
９
６
１
年
の
国
連
経

済
社
会
理
事
会
決
議
に
よ
り
設

け
ら
れ
た
、
国
際
機
関
が
各

国
の
若
手
人
材
を
受
け
入
れ

る
制
度
。
日
本
の
外
務
省
も

１
９
７
４
年
か
ら
同
制
度
に
よ

る
派
遣
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で

の
累
計
派
遣
者
数
は
１
８
０
０

人
以
上
に
上
る
。
派
遣
期
間
は

原
則
２
年
間
。
期
間
内
は
外
務

省
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
正

規
職
員
と
同
様
の
勤
務
を
こ
な

し
、
国
連
職
員
・
国
際
機
関
職

員
と
し
て
必
要
な
知
識
・
経
験

を
積
む
。
派
遣
期
間
終
了
後
に

は
正
規
採
用
を
得
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
が
、
保
証
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
正
規

職
員
と
な
る
に
は
通
常
求
め
ら

れ
る
手
続
き
に
従
っ
て
空
席
ポ

ス
ト
に
応
募
す
る
必
要
が
あ

る
。
応
募
段
階
で
推
薦
状
な
ど

が
力
を
発
揮
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｐ

Ｏ
制
度
が
正
規
職
員
へ
の
事
実

上
の
登
竜
門
と
な
っ
て
い
る
。

　

募
集
の
対
象
は
、
開
発
・
人

権
・
教
育
・
保
健
・
平
和
構

築
・
Ｉ
Ｔ
・
広
報
、
人
事
等
の

分
野
で
活
躍
す
る
35
歳
以
下
の

若
手
日
本
人
。
２
０
２
２
年
度

の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
候
補
者
の
募
集
は
既

に
開
始
さ
れ
て
お
り
、
3
月
7

日
ま
で
に
事
前
登
録
と
必
要
書

類
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
。
本

説
明
会
で
こ
れ
ら
応
募
の
仕

方
の
詳
細
を
詳
し
く
説
明
す

る
。
加
え
て
、
書
類
作
成
の
コ

ツ
、
ま
た
派
遣
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
な
ど
も
説
明
す
る
。
国
際
機

関
で
の
勤
務
に
興
味
が
あ
る
日

本
国
外
在
住
の
社
会
人
、
学
生

に
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い

る
。
説
明
会
へ
の
出
欠
は
、
試

験
の
選
考
に
一
切
影
響
し
な

い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
説
明

会
の
参
加
定
員
は
各
日
３
０
０

人
。
参
加
費
無
料
だ
が
事
前
の

予
約
が
必
要
。
３
回
の
内
容
は

全
て
同
じ
。
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
る
。
申
し
込
み
、
詳
細

は
外
務
省
人
事
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
︵
Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験　

外

務
省　

国
際
機
関
人
事
セ
ン

タ
ー (https://w

w
w

.m
ofa-

irc.go.jp/jpo/)

︶

を

参

照
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
。
東
京

０
３
・
５
５
０
１
・
８
２
３
８
、

Ｅ

メ

ー

ルjinji-center@
m

ofa.go.jp

　

外
務
省
国
際
機

関
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

国
連
職
員
を
目
指
そ
う

外
務
省
が
Ｊ
Ｐ
Ｏ
試
験
説
明
会
を
開
催
へ

　

1
月
19
日
か
ら
米
国
で
携
帯

電
話
等
に
使
用
す
る
５
Ｇ
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
５
Ｇ
電
波
が
航
空
機
の
電

波
高
度
計
に
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
、
米
国
航
空
当
局
︵
Ｆ

Ａ
Ａ
︶
に
よ
り
示
さ
れ
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
よ

り
ボ
ー
イ
ン
グ
７
７
７
型
機
を

運
航
す
る
全
航
空
会
社
に
対
し

て
運
航
制
限
が
示
さ
れ
、
全
日

空
と
日
本
航
空
の
米
国
運
航
便

に
も
一
部
欠
航
が
生
じ
た
。

　

全
日
空
は
18
か
ら
19
日
に
出

発
予
定
だ
っ
た
一
部
米
国
線
５

便
が
欠
航
し
た
。
約
５
５
０
人

の
旅
客
に
影
響
が
出
た
が
、
19

日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
線
は
旅
客

を
他
の
機
材
に
振
替
え
、
貨
物

だ
け
搭
載
し
て
運
航
し
た
。
貨

物
便
は
７
便
が
復
便
し
て
３
便

の
欠
航
に
止
ま
っ
た
。
日
航
は

成
田
Ｎ
Ｙ
線
な
ど
19
日
出
発
の

旅
客
便
3
便
を
欠
航
。
貨
物
便

は
5
便
が
欠
航
と
な
っ
た
︵
１

月
18
日
時
点
︶。
そ
の
後
、
政

府
の
仲
介
に
よ
り
米
国
内
で
の

一
部
の
5
Ｇ
サ
ー
ビ
ス
基
地
局

の
稼
働
開
始
が
延
期
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
Ｆ
Ａ
Ａ
︵
米
航
空

局
︶
よ
り
米
国
内
空
港
へ
の
ボ

ー
イ
ン
グ
７
７
７
型
機
に
よ
る

運
航
に
つ
い
て
問
題
が
な
い
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

1
月
20
日
︵
木
︶
以
降
の
米
国

線
は
通
常
運
航
に
戻
っ
た
。

日
米
路
線
が
一
部
欠
航

高
速
通
信
５
Ｇ
の
サ
ー
ビ
ス
拡
大
が
影
響

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

ピ
ー
ク
過
ぎ
た
か

　マンハッタンの繊維問屋街（ガーメント地区）の路上にアート作品「パ

セージ」（通り道）が登場した。20 個の円状の蛍光管で構成される歩行

者用光のトンネルで、赤、青などレインボーカラーに色を変える中を通る。

ニューヨーカーをさまざまな色で渦巻く。アーティストのセルジュ・マ

ウがデザイン。何人かの通行人はすぐにアートワークに魅了され、下を

通り過ぎるだけでなく、厳しい寒さにもかかわらず、家族や友人と一緒

にセルフィーやビデオを撮っていた。2月13日まで。（ １月17日午後４時、

ブロードウエーの 39 丁目と 40 丁目の間で、写真・三浦良一）

光のトンネル
NY を渦巻く
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米
国
で
身
近
に
、手
軽
に﹁
和

ご
は
ん
﹂
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
ザ
・
グ

ロ
ー
サ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

︵T
H

E
 G

R
O

C
E

R
Y

 N
E

W
 

Y
O

R
K

︶︵
本
社
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
︶
が
薄
切
り
肉
や
焼
肉
、
旬

の
和
野
菜
キ
ッ
ト
な
ど
、
和
食

作
り
に
欠
か
せ
な
い
食
材
を
お

手
頃
価
格
で
提
供
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
有
名
レ
ス

ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
業

務
用
精
肉
を
卸
す
ト
モ
エ
・
フ

ー
ド
・
サ
ー
ビ
ス
︵T

O
M

O
E

 
F

O
O

D
 SE

R
V

IC
E

S

︶、
同

社
が
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で

運
営
す
る
日
系
ス
ー
パ
ー
、
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

︵F
R

O
N

T
IE

R
 M

A
R

K
E

T

︶

と
提
携
す
る
こ
と
で
鮮
度
の
高

い
高
級
食
材
の
提
供
が
可
能
に

な
っ
た
。

　

必
要
な
食
材
を
必
要
な
分
だ

け
ま
と
め
た
ミ
ー
ル
キ
ッ
ト

は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
や
忙
し
い
主

婦
に
お
す
す
め
。
メ
ニ
ュ
ー
は

毎
月
更
新
さ
れ
、
米
国
に
い
な

が
ら
日
本
の
季
節
行
事
を
楽
し

め
る
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ

テ
ム
を
取
り
揃
え
る
。

　

オ
ー
ダ
ー
の
受
け
渡
し

は
、
現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
20
か

所
以
上
あ
る
﹁
ご
き
ん
じ
ょ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
﹂
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
行
っ
て
お
り
、
場

所
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵https://

th
eg

ro
cery

n
ew

y
o

rk
.

com
/

︶
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。

友
達
が
10
人
以
上
が
集
ま
れ

ば
、
グ
ル
ー
プ
デ
リ
バ
リ
ー
サ

ー
ビ
ス
も
随
時
受
け
付
け
る
。

ま
た
メ
ル
マ
ガ
に
登
録
す
る

と
、
特
売
会
な
ど
会
員
限
定
の

イ
ベ
ン
ト
や
特
典
情
報
が
も
ら

え
る
。

▽
本
紙
読
者
に
特
典

　

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
読
者
は
、

初
回
の
購
入
者
限
定
で
ク
ー
ポ

ン
コ
ー
ド
利
用
に
よ
り
5
％
割

引
︵
最
低
購
入
額
30
ド
ル
︶。

︵
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

ト
時
に
ク
ー
ポ
ン
コ
ー
ド
＝

SK
N

Y
0122

　

を
入
力
。︵
２

月
18
日
︿
金
﹀
ま
で
有
効
︶

●
春
節
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ

ー
︵
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
イ
ー
ス
ト

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
限
定
︶
＝
春
節

イ
ベ
ン
ト
向
け
に
Ａ
５
和
牛
ス

テ
ー
キ
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な

ど
を
用
意
。
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

日
時
＝
１
月
28
日(

金)

午
後

４
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。　

G
reen

acre P
ark

 (2
1

7 
E

ast 51st St), N
ew

 Y
ork, 

N
Y

10022 

※
１
月
メ
ニ
ュ
ー
の
オ
ー
ダ
ー

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
可
能
。︵
オ

ー
ダ
ー
締
め
切
り
１
月
22
日
︶

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

T
h

e
 G

ro
c

e
ry

 N
e

w
 

Y
o

r
k

 
h

t
t

p
s

:/
/

th
eg

ro
cery

n
ew

y
o

rk
.

com
/

Ｅ

メ

ー

ル in
fo

@
thegrocerynew

york.com

こ
ん
な
食
材
が
欲
し
か
っ
た

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
美
味
し
い
と
人
気

THE GROCERY NEW YORK

「和ごはん」を楽しむ

寒
い
日
に
は
嬉
し
い
お
で
ん

　

有
機
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ
ル
、

有
機
コ
コ
ナ
ッ
ツ
シ
ュ
ガ
ー
な

ど
日
本
で
菓
子
製
造
事
業
、
食

品
輸
入
卸
事
業
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
食
品
小
売
事
業
を
展
開
す
る

株
式
会
社
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ガ
ー

１
Ｓ
Ｔ
︵
本
社
東
京
都
千
代
田

区
平
河
町
、
荻
野
み
ど
り
社

長
︶
が
１
月
５
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
米
国
現
地
法
人
ブ
ラ
ウ

ン
シ
ュ
ガ
ー
１
Ｓ
Ｔ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
イ
ン
ク
︵B

R
O

W
N

 
SU

G
E

R
 1ST

.N
Y

C
 ,IN

C
.)

を
設
立
し
た
。

　

現
地
責
任
者
を
兼
務
す
る

荻
野
社
長
は
﹁
長
女
を
出
産

し
、
母
乳
育
児
を
し
て
い
た
あ

荻野社長

BROWN SUGER 1ST.

有機ココナッツオイルで米上陸へ

現地法人を NY に設立

る
日
、
娘
が
湿
疹
に
な
り
、
10

日
間
ほ
ど
便
秘
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
か
ら
﹃Y

O
U

 A
R

E
 

W
H

A
T

 Y
O

U
 E

A
T

. (

人
は

食
べ
た
物
で
出
来
て
い
る)

﹄

と
い
う
言
葉
を
実
感
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
に
与
え
ら
れ
る
美

味
し
い
食
べ
物
が
も
っ
と
気
軽

に
買
え
た
ら
と
の
思
い
か
ら
菓

子
教
室
を
主
催
す
る
実
家
の
母

の
助
け
を
借
り
﹃
わ
が
子
に
食

べ
さ
せ
た
い
か
ど
う
か
？
﹄
を

基
準
に
食
材
を
厳
選
す
る
手
作

り
菓
子
店
と
し
てB

R
O

W
N

 
SU

G
A

R
 1ST

.

を
２
０
１
１

年
に
創
業
し
た
ん
で
す
﹂
と
創

業
の
き
っ
か
け
を
語
る
。

　

現
在
で
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ
オ
イ

ル
の
ほ
か
、
有
機
レ
モ
ン
ス
カ

ッ
シ
ュ
、 

有
機
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ

ー
ル
、有
機
ア
ガ
ベ
シ
ロ
ッ
プ
、

有
機
ア
ッ
プ
ル
ソ
ー
ス
、 

菓

子
、
各
種
ス
パ
イ
ス
な
ど
の
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
を
手
広
く
日

本
国
内
で
販
売
す
る
。
米
国
で

は
主
力
商
品
で
あ
る
コ
コ
ナ
ッ

ツ
オ
イ
ル
＝
写
真
＝
の
ほ
か
、

４
月
に
は
新
商
品
、
有
機
コ
コ

米
油
を
米
国
で
発
売
す
る
予

定
。
初
年
度
売
り
上
げ
目
標
を

50
万
ド
ル
見
込
む
。
６
月
に
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
商
品
見
本

市
に
も
出
展
を
計
画
、﹁
食
の

安
全
と
品
質
を
優
先
﹂
し
た
看

板
商
品
を
主
軸
に
本
格
的
な
対

米
進
出
を
目
指
す
。
企
業
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

bs1st.com
/　

を
参
照
。

　

食
品
デ
リ
バ
リ
ー
大
手
の
グ

ラ
ブ
ハ
ブ
は
15
日
の
﹁
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ベ
ー
グ
ル
・
デ
ー
﹂
前

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
好
き

な
ベ
ー
グ
ル
・
ラ
ン
キ
ン
グ
を

公
表
し
た
。 

　

同
社
に
よ
る
と
、
ク
リ
ー
ム

チ
ー
ズ
の
供
給
不
足
を
深
刻
視

す
る
店
舗
や
市
民
が
多
い
な

か
、
ベ
ー
グ
ル
関
連
メ
ニ
ュ
ー

の
注
文
が
未
だ
多
い
と
い
う
。

同
社
が
２
０
２
１
年
に
配
達
し

た
ベ
ー
グ
ル
種
で
最
も
人
気
が

高
か
っ
た
の
は
、
ゴ
マ
や
ポ
ピ

ー
・
シ
ー
ド
、
オ
ニ
オ
ン
、
ガ

ー
リ
ッ
ク
、
コ
シ
ョ
ウ
、
種
類

が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
ら
れ
た
﹁
エ

ヴ
リ
シ
ン
グ
﹂
だ
っ
た
。
次
い

で
人
気
が
あ
っ
た
の
は
シ
ナ
モ

ン
、
オ
ニ
オ
ン
、
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
、
ハ
ラ
ペ
ー
ニ
ョ
だ
っ
た
。

ベ
ー
グ
ル
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
で

は
、
ベ
ー
コ
ン
、
エ
ッ
グ
、
チ

ー
ズ
を
挟
ん
だ
ク
ラ
シ
ッ
ク
が

１
位
で
、
次
い
で
ス
キ
ャ
リ
オ

ン
︵
細
ネ
ギ
︶
ス
プ
レ
ッ
ド
、

エ
ッ
グ
＆
チ
ー
ズ
、
Ｂ
Ｌ
Ｔ
、

ハ
ム
＆
エ
ッ
グ
と
な
っ
て
い

る
。
注
文
が
最
も
多
か
っ
た
人

気
店
は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
﹁
ユ
ー

ト
ピ
ア
・
ベ
ー
グ
ル
ズ
﹂、
次

い
で
ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ

イ
ド
の﹁
タ
ル
・
ベ
ー
グ
ル
ズ
﹂、

ア
ス
ト
リ
ア
の
﹁
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ベ
ー
グ
ル
＆
コ
ー
ヒ
ー
・

カ
ン
パ
ニ
ー
﹂、
ク
イ
ー
ン
ズ

の
﹁
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル
ズ
・

ベ
ー
グ
ル
ズ
﹂、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
﹁
エ
ッ
サ
ベ
ー
グ
ル
﹂
で
、

ク
イ
ー
ン
ズ
は
特
に
ベ
ー
グ
ル

愛
が
強
い
と
い
う
。 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が

一
番
好
き
な

ベ
ー
グ
ル
は 

https://bs1st.com/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://bs1st.com/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://bs1st.com/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://bs1st.com/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://bs1st.com/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://bs1st.com/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://bs1st.com/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%82
https://thegrocerynewyork.com/
https://thegrocerynewyork.com/
https://thegrocerynewyork.com/
mailto:info@thegrocerynewyork.com
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ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

C
H
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 IM

A
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の
リ
ー
ド
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
今
井
千
恵
さ
ん
の
自

伝
﹃
幸
せ
・
成
功
の
は
じ
ま
り

は
た
っ
た
一
枚
の
フ
ァ
ー
か
ら

〜
あ
な
た
の
道
に
も
通
じ
る
、

今
井
千
恵
の
﹁
マ
イ
・
レ
ガ
シ

ー
﹂
﹄
︵
日
経
Ｂ
Ｐ
・
刊
、
本
紙

6
月
5
日
付
﹁
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
﹂

書
評
欄
既
報
︶
の
英
語
版
が
今

年
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

今
井
さ
ん
の
世
界
進
出
の
き

っ
か
け
の
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
、
紀
伊
國
屋
書
店
で
販
売
さ

れ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日

本
人
が
読
み
、
大
き
な
反
響
を

呼
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
日
本
全

国
の
有
名
書
店
や
ウ
ェ
ブ
書
店

で
発
売
直
後
に
ア
マ
ゾ
ン
で
海

外
進
出
部
門
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
1

位
と
高
く
評
価
さ
れ
た
︵
本
紙

6
月
5
日
付
﹁B

O
O

K
S

﹂
書

評
欄
既
報
︶。

　

今
井
さ
ん
は
当
初
、
出
版
の

依
頼
を
日
経
Ｂ
Ｐ
か
ら
受
け
た

際
、
自
慢
話
や
苦
労
談
を
披
露

す
る
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感

じ
、
当
初
は
断
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
﹁
フ
ァ
ー
の
素
晴
ら
し

さ
、
楽
し
さ
を
一
人
で
も
多
く

の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
私
の
生
き
様
を
通

し
て
誰
も
が
光
を
見
だ
せ
る
よ

う
な
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
に
な

り
、少
し
で
も
今
を
生
き
る
方
、

そ
の
次
世
代
の
方
へ
の
お
役
に

立
つ
な
ら
﹂
と
の
思
い
か
ら
引

き
受
け
た
と
振
り
返
る
。

　

結
果
と
し
て
同
書
は
﹁
夢
を

持
つ
世
代
へ
、
私
か
ら
の
起
業

家
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
新

し
い
未
来
を
開
く
キ
ー
ワ
ー
ド

を
込
め
る
こ
と
が
で
き
、
生
き

る
こ
と
に
前
向
き
に
な
れ
る
楽

し
い
本
と
な
っ
た
﹂
と
語
る
。

　

今
で
は
女
性
だ
け
な
く
予
想

以
上
に
幅
広
い
層
の
20
代
30
代

に
も
読
ま
れ
、
若
き
男
性
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
か
ら
も
﹁
バ
イ
ブ
ル

に
し
ま
す
﹂
な
ど
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
経
済
界
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
界
の
各
メ
デ
ィ
ア
で
も
絶
賛

さ
れ
た
。

特
に
、
フ
ァ
ー
へ
の
思
い
を

綴
っ
た
章
で
は
、
ぶ
れ
る
こ
と

の
な
い
今
井
さ
ん
の
強
い
信
念

が
貫
か
れ
、
多
様
化
す
る
現
代

社
会
で
見
失
い
が
ち
な
自
己
の

生
き
方
を
記
し
て
い
る
。

　

﹁
フ
ァ
ー
は
、﹃
ナ
チ
ュ
ラ

ル
﹄﹃
美
し
い
﹄﹃
楽
し
い
﹄﹃
心

を
豊
か
に
す
る
﹄
素
材
で
あ

り
、
抜
群
の
保
温
性
や
通
気
性

な
ど
高
い
機
能
性
を
持
つ
素
材

で
す
。
人
類
と
フ
ァ
ー
と
の
歴

史
は
古
く
、
石
器
時
代
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
狩
猟
に
よ

っ
て
生
活
を
営
ん
で
き
た
人
類

は
、
寒
さ
や
衝
撃
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
毛
皮
や
革
を
活
用
し

て
き
ま
し
た
。

私
が
リ
ー
ド

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
務
め
る
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
﹃C

H
IE

 
IM

A
I

﹄
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ

の
考
え
は
、
長
期
的
な
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
個
人
の
権
利
を

尊
重
す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。

偏
っ
た
考
え
や
意
見

か
ら
発
生
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

考
え
方
を
や
め
、
個
々
の
ス
タ

イ
ル
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
自
由

に
楽
し
む
こ
と
を
奨
励
し
た

い
。多
様
性
を
認
め
合
う
時
代
、

フ
ァ
ー
が
好
き
な
人
が
フ
ァ
ー

を
選
択
す
る
自
由
も
尊
重
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

世
界
中
で

多
様
性
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ

の
時
代
、﹁
も
の
ご
と
の
本
質

と
は
何
か
﹂
と
い
う
こ
と
に
思

い
を
馳
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
い
﹂と
述
べ
て
い
る
。

今
井
千
恵
さ
ん
の
理
念
世
界
に
発
信

世界女性起業家 40 人に選出された
CHIE IMAI の自伝米国で英訳出版へ

It begins from the only one fur
　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
映
画
部
は
、
今
月
よ

り
月
例
映
画
上
映
会
﹁
マ
ン
ス

リ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
﹂
シ
リ
ー

ズ
を
Ｊ
Ｓ
内
劇
場
︵
東
47
丁
目

３
３
３
番
地
︶に
て
再
開
す
る
。

２
０
１
５
年
に
始
ま
っ
た
同

シ
リ
ー
ズ
は
、
日
本
映
画
を
代

表
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
作
品
、
レ

ア
作
品
や
再
発
掘
作
品
な
ど
を

紹
介
す
る
月
に
1
回
の
映
画
上

映
会
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
一
時
中
断
さ
れ
て
い
た

が
、21
日︵
金
︶午
後
7
時
か
ら
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
手
ス
タ
ジ
オ
か

ら
配
給
さ
れ
た
初
め
て
の
日
本

映
画
で
あ
る
黒
澤
明
監
督
﹃
影

武
者
﹄を
皮
切
り
に
再
開
す
る
。

1
月
か
ら
4
月
ま
で
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
に
は
、
日
本
映
画
界

の
巨
匠
、
黒
澤
明
監
督
作
品
で

あ
る
偉
大
な
武
将
の
影
武
者
と

し
て
壮
烈
に
生
き
た
男
の
物
語

を
描
く
戦
国
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

﹃
影
武
者
﹄
に
始
ま
り
、
武
家

社
会
や
武
士
道
の
残
酷
さ
を
描

き
、
日
本
国
外
で
も
注
目
を
浴

び
た
社
会
派
時
代
劇
﹃
切
腹
﹄

︵
２
月
４
日
︶、﹁
さ
そ
り
﹂
と

呼
ば
れ
る
女
囚
、
松
島
ナ
ミ
の

壮
絶
な
権
力
へ
の
復
讐
を
描
い

た
﹃
女
囚
さ
そ
り

第
41
雑
居

房
﹄︵
３
月
４
日
︶、
そ
し
て
孤

独
な
刑
事
の
生
き
様
を
描
き
、

北
野
武
監
督
の
名
を
世
界
に
知

ら
し
め
た
﹃H

A
N

A
-B

I

﹄︵
４

月
１
日
︶
を
上
映
す
る
。

全

て
日
本
語
上
映
、
英
語
字
幕
付

き
。﹃

影
武
者
﹄
の
舞
台
は
戦
国

時
代
。
家
康
の
野
田
城
攻
め
の

折
り
、
鉄
砲
で
撃
た
れ
こ
の
世

を
去
っ
た
戦
国
武
将
、
武
田
信

玄
。
弟
の
信
廉
は
﹁
己
の
死
を

３
年
間
、
秘
密
に
せ
よ
﹂
と
遺

言
し
こ
の
世
を
去
っ
た
兄
の
死

の
噂
を
打
ち
消
す
た
め
、
窃
盗

罪
で
処
刑
さ
れ
る
は
ず
の
信
玄

と
瓜
二
つ
の
と
あ
る
男
を
、
信

玄
の
影
武
者
と
し
て
立
て
る
こ

と
に
す
る
。
だ
が
男
に
と
っ
て

戦
国
の
雄
・
信
玄
と
し
て
生
き

る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
過
酷
だ

っ
た
。
１
９
８
０
年
に
製
作
さ

れ
た
﹃
影
武
者
﹄
は
、
日
本
映

画
界
の
巨
匠
、
黒
澤
明
監
督
が

偉
大
な
武
将
の
影
武
者
と
し
て

壮
烈
に
生
き
た
男
の
物
語
を
描

く
後
期
の
大
作
で
、﹁
世
界
の

ク
ロ
サ
ワ
﹂
と
し
て
世
界
中
の

映
画
作
家
・
フ
ァ
ン
に
影
響
を

与
え
て
き
た
黒
澤
が
描
い
た
戦

国
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
。
製
作
総
指

揮
に
は
黒
澤
に
大
き
な
影
響
を

う
け
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ー

ド
・
コ
ッ
ポ
ラ
や
ジ
ョ
ー
ジ
・

ル
ー
カ
ス
が
名
を
連
ね
、
第
33

回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
パ
ル

ム
・
ド
ー
ル
の
受
賞
を
は
じ
め
、

第
53
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
外
国

語
映
画
賞
と
美
術
賞
の
2
部
門

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
日

本
国
外
で
も
高
い
評
価
を
受
け

た
。
出
演
は
、
仲
代
達
矢
、
山

崎
努
、
萩
原
健
一
、
根
津
甚
八
、

大
滝
秀
治
ほ
か
。

マ
ン
ス
リ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

シ
リ
ー
ズ
の
入
場
料
は
一
般
15

ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員
10
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トw
w

w
.japansociety.

org

を
参
照
す
る
。

ジャパン・ソサエティーの月例映画再開

1
月
は
黒
澤
明
の
﹁
影
武
者
﹂

4
月
ま
で
名
作
ク
ラ
シ
ッ
ク
上
映

Kagemusha © 1980 Toho Company, Ltd.
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山

野
内
勘
二
大
使
に
１
月
４
日
付

で
帰
朝
命
令
が
発
令
さ
れ
た
。

後
任
は
同
月
11
日
付
で
外
務
省

本
省
の
森
美
樹
夫
領
事
局
長
が

発
令
さ
れ
た
。

　

山
野
内
大
使
は
在
任
中
の
３

年
３
か
月
間
の
早
期
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
日
本
と
の
繋
が
り
を

１
８
６
０
年
の
江
戸
幕
府
遣
米

使
節
団
に
着
目
。
同
使
節
団
来

米
以
来
、
多
く
の
日
本
人
・
日

系
人
が
米
国
東
海
岸
に
移
り
住

み
、
幅
広
い
分
野
で
影
響
を
与

え
、
日
米
関
係
に
貢
献
し
て
き

た
歴
史
を
将
来
の
世
代
に
語
り

継
い
で
い
き
た
い
と
自
ら
日
系

社
会
に
呼
び
か
け
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
歴
史
評
議
会
を
設

立
、
米
国
東
海
岸
に
於
け
る
日

米
交
流
の
資
料
を
ま
と
め
た

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
デ
ジ

タ
ル
歴
史
博
物
館
﹂︵w

w
w

.
history

ofjapan
esein

n
y

.
org 

︶
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
設

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
歴
史
的
文

書
、
写
真
、
手
紙
、
新
聞
記
事

な
ど
が
保
存
さ
れ
、
世
界
中
か

ら
閲
覧
で
き
る
文
化
的
資
材
を

後
世
に
残
し
た
。

　

在
任
期
間
の
３
分
の
２
が
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
前
例
の
な
い
世

界
的
非
常
時
の
中
で
安
全
対
策

を
施
し
芸
術
家
へ
の
支
援
も
惜

し
ま
な
か
っ
た
。
特
に
コ
ロ
ナ

禍
で
発
表
の
機
会
を
失
っ
た
主

に
日
本
人
の
音
楽
家
に
機
会
を

与
え
、
大
使
公
邸
か
ら
毎
月
１

回
ラ
イ
ブ
中
継
で
オ
ン
ラ
イ
ン

演
奏
す
る
﹁
フ
ラ
イ
デ
ー
・
ナ

イ
ト
・
ラ
イ
ブ
﹂
を
ス
タ
ー
ト

し
、
主
催
し
た
。
ま
た
絵
画
で

も
日
本
ク
ラ
ブ
主
催
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

絵
画
展
﹁
フ
ォ
ワ
ー
ド
・
ト
ゥ

ギ
ャ
ザ
ー
﹂
展
を
協
賛
し
、
入

選
作
家
の
作
品
を
大
使
公
邸
に

展
示
す
る
な
ど
発
表
の
機
会
を

与
え
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は

音
楽
バ
ン
ド
を
結
成
し
て
ピ
ア

ノ
、
ギ
タ
ー
を
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー

や
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
イ
ベ

ン
ト
で
披
露
、
米
国
独
立
記
念

日
に
はY

outube

で
米
国
の

国
歌
を
ギ
タ
ー
演
奏
す
る
な
ど

し
て
日
米
で
大
き
な
話
題
と
な

っ
た
。
今
年
５
月
に
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
で
開
催
さ
れ
る
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
が
同
大
使
の
当
地
へ

の
最
後
の
置
き
土
産
と
な
る
。

山
野
内
大
使
に
帰
国
令

歴
史
博
物
館
開
設
や
芸
術
支
援

　

タ
ケ
シ
・
フ
ル
モ
ト
氏
︵
古

本
不
動
産
代
表
取
締
役
会
長
︶

＝
写
真
＝
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
か
ら
在
外
公
館
長
表
彰
を

受
け
る
。
フ
ル
モ
ト
氏
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
日
系
人
の

強
制
収
容
所
で
生
ま
れ
、
少
年

時
代
を
父
親
の
故
郷
で
あ
る
広

島
市
で
過
ご
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
時
に
は
米
軍
兵
と
し
て
出
兵

し
た
経
歴
を
持
つ
。
退
役
後
、

同
氏
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
地
区
に
お
い
て

不
動
産
会
社
を
立
ち
上
げ
、
以

後
日
系
二
世
の
地
元
の
名
士
と

し
て
日
系
人
の
地
位
向
上
の
た

め
様
々
な
活
動
を
続
け
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
広
島
会
会

長
と
し
て
、
ま
た
人
権
活
動
家

と
し
て
の
各
種
活
動
を
通
じ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
及
び
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
け
る
日
系

人
社
会
の
地
位
向
上
及
び
日
米

相
互
理
解
の
促
進
、
友
好
親
善

に
寄
与
し
た
。
特
に
日
系
人
の

戦
時
強
制
収
容
を
違
憲
と
す
る

運
動
に
寄
与
し
た
フ
レ
ッ
ド
・

コ
レ
マ
ツ
氏
の
功
績
を
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
周
知
さ
せ
る

運
動
に
個
人
的
に
積
極
的
に
関

わ
っ
た
。

古
本
さ
ん
に
在
外
公
館
長
表
彰

日
系
人
と
し
て
日
米
社
会
に
貢
献

　

２
０
２
２
年
、
ま
ず
思
う
こ

と
は
、﹁
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
も

3
年
目
。
こ
の
戦
い
は
容
易
な

ら
ざ
る
も
の
と
な
る
が
、
我
々

は
打
ち
勝
つ
の
で
あ
る
。
コ
ロ

ナ
は
止
め
て
も
、
経
済
と
社
会

は
止
め
な
い
﹂
と
い
う
意
気
込

み
で
２
０
２
２
年
を
臨
み
た
い

と
思
う
。
ホ
ー
ク
ル
知
事
、
ア

ダ
ム
ス
市
長
も
﹁
感
染
対
策
に

は
万
全
を
期
す
が
、
経
済
は
し

っ
か
り
回
し
て
い
く
﹂
と
同
趣

旨
を
述
べ
た
。
お
二
方
の
決

意
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
参
考

に
し
て
い
き
た
い
。
２
０
２
２

年
は
、
3
つ
の
こ
と
が
１
５
０

周
年
と
い
う
重
要
な
節
目
と
な

る
。
一
つ
は
、
岩
倉
具
視
使
節

団
の
派
遣
。
日
本
の
日
米
交
流

を
振
り
返
る
良
い
機
会
だ
。
二

つ
目
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
館
の
開
設
。
気
持
ち
を
改
め

て
、
今
後
も
仕
事
に
臨
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
三
つ
目
は
、

野
球
の
伝
来
。
世
界
の
中
で
も

特
に
野
球
を
愛
す
る
ア
メ
リ
カ

と
日
本
。
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
が
日
本
に
伝
来
し
て
か

ら
１
５
０
年
経
っ
た
こ
と
は
、

日
米
の
友
情
を
考
え
る
上
で
非

常
に
重
要
な
出
来
事
だ
。
そ
し

て
、
国
際
情
勢
を
見
れ
ば
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
、
中
国
を
め
ぐ
る
様
々
な

課
題
、
激
動
の
年
だ
。
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
場
で
も
、
競
争
が
厳
し

い
中
で
は
、
大
変
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
る
。
１
５
０
歳
に
な
っ
た

総
領
事
館
、
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
﹁
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

支
え
、
守
り
、
手
伝
い
を
す
る
﹂

に
尽
き
る
。
我
々
は
、
皆
様
と

共
に
あ
っ
て
、
一
緒
に
明
る
い

未
来
を
築
く
一
助
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
最
後
に
私
事
だ

が
１
日
４
日
付
で
帰
朝
命
令
が

出
た
。
3
年
3
か
月
に
わ
た
っ

て
、
総
領
事
大
使
と
し
て
努
め

ら
れ
た
の
も
皆
様
の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
。
こ
の
場
を
借

り
て
、御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

後
任
の
支
援
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

新
年
賀
詞
名
刺

交
換
会
Ｎ
Ｙ
で

主催者挨拶

山野内勘二大使

「共に明るい未来を」

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
の
爆
発
的
感

染
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
イ
ン

フ
レ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
問

題
と
、
騒
々
し
い
年
明
け
に
な

っ
た
。
日
本
の
入
国
制
限
も
な

か
な
か
緩
和
さ
れ
ず
、
悲
願
の

訪
来
も
な
か
な
か
叶
わ
な
い
不

自
由
な
生
活
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
楽
観
視

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い

も
3
年
目
を
迎
え
る
。
事
前
事

後
の
対
策
で
、
我
々
も
ず
い
ぶ

ん
学
ん
で
き
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン

の
正
体
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
マ
ス
ク
や
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
、
そ
し
て
何
よ
り
も
ワ

ク
チ
ン
、
ブ
ー
ス
タ
ー
、
テ
ス

ト
に
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
知

恵
を
総
動
員
し
て
、
コ
ロ
ナ
と

の
共
生
社
会
に
向
か
お
う
と
思

っ
て
い
る
。

　

経
済
の
方
も
、
イ
ン
フ
レ
を

背
景
に
各
国
の
金
融
政
策
が
変

更
に
向
か
い
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
問
題
も
あ
っ
て
、
な
か

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
新
年
は
、
新
し
い

ス
タ
ー
ト
の
始
ま
り
で
す
。
新

し
い
市
長
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム

ス
氏
を
迎
え
入
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ

　

２
０
２
１
年
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
進
捗
し
た
お
か
げ
で
、

な
か
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
消
費
は
堅
調

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
リ
カ
バ

リ
ー
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
加

速
さ
れ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
よ
り
、
旺
盛
な
消
費

力
、
そ
し
て
市
場
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
進
化
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
だ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
満
ち
溢
れ
た
一
年
に
な
る

と
思
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
の

活
動
を
振
り
返
る
と
、
年
始
交

換
会
。
そ
の
後
い
く
つ
か
の
セ

ミ
ナ
ー
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

ん
だ
7
月
に
は
サ
マ
ー
ウ
ェ
ル

カ
ム
バ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
は

久
々
の
イ
ン
パ
ー
ソ
ン
で
の
開

催
で
大
変
盛
り
上
が
り
、
最
大

の
催
し
、
ア
ニ
ュ
ア
ル
デ
ィ
ナ

ー
も
イ
ン
パ
ー
ソ
ン
で
開
催
で

す
る
こ
と
が
で
き
、
２
０
０
人

も
参
加
し
た
。
総
領
事
館
と
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
支
援
も
あ
り
、
日
本
語

対
応
のC

O
V

ID
-19

情
報
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
3
か
月
間
実

施
し
た
。
日
本
ク
ラ
ブ
で
は
、

２
０
２
０
年
に
引
き
続
き
、
医

療
機
関
に
お
弁
当
を
届
け
る
弁

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
催
。
現

在
も
、
1
万
５
０
０
０
個
の
弁

当
を
届
け
て
お
り
大
変
好
評

だ
。
世
界
情
勢
は
日
々
変
化
し

て
い
る
が
、
変
わ
ら
な
い
も
の

は
ア
メ
リ
カ
の
重
要
性
と
、
日

本
の
大
切
な
信
頼
関
係
だ
。
日

系
企
業
が
広
く
、
か
つ
深
く
米

国
社
会
に
根
付
き
、
米
国
社
会

と
共
に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う

努
力
を
続
け
て
行
き
た
い
。

ー
ク
、
そ
し
て
2
年
目
に
突
入

す
る
バ
イ
デ
ン
政
権
に
と
っ
て

も
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
で
す
。

２
０
２
１
年
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
続
い
た
た
め
、
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会
に
と
っ
て
も
非
常

に
困
難
で
挑
戦
的
な
年
で
し

た
。
し
か
し
、
敬
老
会
、
桜
祭

り
、
七
夕
ま
つ
り
な
ど
、
バ
ー

チ
ャ
ル
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
い
く
つ

か
の
イ
ベ
ン
ト
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
Ｊ

Ａ
Ａ
は
、
日
本
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
支
援
し
、
日
本
の
伝
統
文

化
を
あ
ら
ゆ
る
年
齢
や
背
景
の

人
々
と
共
有
し
、
祝
福
す
る
と

い
う
伝
統
を
継
続
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
新
年
も
皆
様
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

︵
英
語
ス
ピ
ー
チ
を
翻
訳
︶

経
済
活
動
の
再
開
、
力
強
い
需

要
が
見
ら
れ
た
年
だ
っ
た
と
思

う
。
一
方
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
問
題
や
、
人
手
不
足
を
背

景
に
イ
ン
フ
レ
が
高
ま
っ
て
い

る
状
況
だ
。
だ
が
、
総
じ
て
見

れ
ば
、
着
実
に
力
強
く
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
向
か
っ
て
進
み
始
め

た
年
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

気
候
変
動
に
つ
い
て
は
、
バ
イ

デ
ン
政
権
に
よ
る
パ
リ
協
定
へ

の
復
帰
を
皮
切
り
に
、
気
候
変

動
サ
ミ
ッ
ト
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
な

ど
、
国
際
協
調
の
舞
台
に
お
い

て
の
︵
ア
メ
リ
カ
の
︶
存
在
感

が
一
層
高
ま
っ
た
年
だ
っ
た
と

思
う
。
ま
た
、
イ
ン
ド
太
平
洋

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所

高
岡
英
則
会
頭

﹁
米
国
社
会
と

共
に
発
展
を
﹂

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会

佐
藤
貢
司
会
長

﹁
日
本
の
伝
統

文
化
を
継
続
﹂

日
本
ク
ラ
ブ

上
野
佐
有
会
長

﹁
日
米
友
好
の

深
化
に
貢
献
﹂

地
域
に
お
い
て
は
、Q

uad

を

経
済
関
係
の
要
の
一
つ
と
す
る

中
、
基
本
的
価
値
観
や
戦
略
的

利
益
を
共
に
す
る
日
米
両
国
に

お
い
て
、
経
済
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
対
策
・
気
候
変
動
・
安
全
保

障
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、

一
層
の
関
係
深
化
か
ら
、
こ
の

地
域
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
の
解
決
に
繋
が
る
と
確
信

し
て
い
る
。
昨
年
を
振
り
返
る

と
、
文
化
・
教
養
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
多
彩
な
活
動
を
通
じ
て
会

員
の
親
睦
を
図
る
と
同
時
に
、

地
域
社
会
と
の
有
意
義
な
交
流

の
場
と
し
て
日
米
の
親
睦
交
流

に
尽
し
て
き
た
。

　

昨
年
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進

捗
に
伴
い
、
夏
の
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
秋
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
の
夕
べ
、
冬
の
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ト
と
イ
ン
パ
ー
ソ
ン
を
交
え

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

医
療
関
連
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
、文
化
、

芸
術
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

な
ど
バ
ー
チ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
に

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
。
新
年
早
々
か
ら
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を
奮
っ
て

お
り
、
今
年
も
残
念
な
が
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
と
共
存
せ
ざ
る
を

得
な
い
年
と
な
っ
た
。
そ
れ
で

も
日
本
ク
ラ
ブ
は
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
て
、
会
員
の
皆
様
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
通
じ
て
日
米
の
友
好

の
深
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
主
催
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会
、
日
本
ク
ラ
ブ
の
日
系
３
団
体
共
催
に
よ
る
バ
ー
チ
ャ
ル
令
和
四
年
新
年
名
刺

交
換
会
が
13
日
正
午
か
ら
１
時
ま
で
対
面
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
さ
れ
た
。
各
団
体
代
表
に
よ

る
年
頭
の
挨
拶
と
鏡
開
き
、
ジ
ェ
ト
ロ
と
日
本
政
府
観
光
局
の
Ｎ
Ｙ
代
表
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

チ
、
バ
ー
チ
ャ
ル
で
の
名
刺
交
換
が
行
わ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
１
０
１
人
が
参
加
し
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
主
催
　
日
系
３
団
体
共
催
　
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

http://www.historyofjapaneseinny
http://www.historyofjapaneseinny
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
は
、
日
米
市

民
の
交
流
促
進
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
へ
の
感
謝
の
表
意
、
日
系
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
連
帯
強
化
の

3
本
の
柱
で
２
０
０
７
年
か
ら

毎
年
5
月
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

で
開
催
し
、
２
０
１
９
年
に
は

13
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
年
は
初
め
て
の
試
み
で

５
月
14
日
に
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
の
イ
ベ
ン
ト
に
代
わ
り
、
初

の
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
を
計
画

し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
﹁
ジ
ャ
パ
ン
﹂
と
名
が
つ
く

初
め
て
の
記
念
パ
レ
ー
ド
に
な

る
。
ル
ー
ト
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
の
81
丁
目

か
ら
61
丁
目
へ
南
下
す
る
よ

う
に
行
進
す
る
。
参
加
団
体

　

米
国
の
２
０
２
２
年
が
幕
を

開
け
た
が
、
依
然
先
行
き
不
透

明
な
ま
ま
だ
。
次
の
5
点
が
今

後
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず

コ
ロ
ナ
禍
。
経
済
社
会
活
動
に

対
す
る
制
限
を
必
要
最
小
限
に

抑
え
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
本
格
化
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
次
に
、
ビ

ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
レ
タ
ー
・
法
案
。

バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
肝
い
り
の

こ
の
法
案
は
、
昨
年
12
月
民
主

党
中
道
派
マ
ー
チ
ン
上
院
議
員

の
反
対
表
明
に
よ
っ
て
暗
礁
に

乗
り
上
げ
た
。
こ
の
法
案
が
成

立
し
な
け
れ
ば
、
バ
イ
デ
ン
政

権
に
と
っ
て
大
き
な
失
点
と
な

る
。
続
い
て
イ
ン
フ
レ
。
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
に
よ
る

　

２
０
２
１
年
を
イ
ン
バ
ウ
ン

観
光
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ

れ
た
１
年
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
７
月
４
日
の
独
立
記
念

日
周
辺
で
は
国
内
旅
行
の
需
要

が
一
気
に
加
速
し
、
ア
メ
リ
カ

国
内
の
航
空
需
要
は
２
０
１
９

年
に
ま
で
回
復
し
た
。
そ
れ
に

続
き
、
日
本
で
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

無
観
客
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本

国
内
の
感
染
者
数
は
急
増
し
、

開
催
自
体
の
賛
否
両
論
も
あ
っ

た
が
、﹁
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
直

接
関
連
し
た
感
染
は
そ
れ
ほ
ど

な
か
っ
た
﹂﹁
日
本
は
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
は
、
日
本
の
文
化
・
伝
統
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ス
プ

レ
・
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
学

校
な
ど
、
日
本
の
多
様
な
魅

力
、
日
米
親
善
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
内
容

だ
。
パ
レ
ー
ド
に
必
要
と
な
る

予
算
は
、
現
段
階
見
積
額
で

１
１
３
万
３
０
０
０
ド
ル
、
そ

の
う
ち
85
万
５
０
０
０
ド
ル
の

収
益
見
込
み
ま
で
到
達
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
宣
伝
広
告
、

寄
付
の
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
を

募
集
し
て
い
る
。
協
力
企
業
に

は
、
パ
レ
ー
ド
の
フ
ロ
ー
ト
の

モ
ニ
タ
ー
で
企
業
名
を
表
示
す

る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー

ン
で
ア
ク
ノ
レ
ッ
ジ
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

税
制
優
遇
措
置
に
も
登
録
可
能

に
な
っ
て
い
る
。
パ
レ
ー
ド
参

加
団
体
の
募
集
を
開
始
し
て
い

る
。
山
野
内
大
使
の
﹁
志
が
あ

れ
ば
必
ず
や
実
現
す
る
﹂
と
の

言
葉
を
信
念
と
し
て
、
記
念
す

べ
き
第
一
回
の
パ
レ
ー
ド
が
、

誰
も
が
こ
の
パ
レ
ー
ド
の
名
前

を
知
っ
て
い
て
楽
し
み
に
し
て

い
る
、
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

供
給
不
足
で
物
価
が
急
上
昇
し

た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
を
批
判
す

る
勢
力
は
、
こ
の
イ
ン
フ
レ
を

バ
イ
デ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
揶

揄
し
て
い
る
。
今
後
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
い
つ
正
常
化
す
る

の
か
、
ま
た
Ｆ
Ｒ
Ｂ
連
邦
準
備

制
度
理
事
会
が
イ
ン
フ
レ
の
収

束
と
雇
用
の
最
大
化
の
両
方
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
達
成
で
き

る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

国
際
面
で
は
米
中
関
係
。
そ
れ

に
よ
っ
て
日
系
企
業
に
も
少
な

か
ら
ず
影
響
を
受
け
る
と
思
わ

れ
、
日
本
と
し
て
ど
の
よ
う
な

ス
タ
ン
ス
を
と
る
の
か
問
わ
れ

る
。
そ
し
て
中
間
選
挙
。
バ
イ

デ
ン
大
統
領
の
支
持
率
は
、
８

月
下
旬
以
降
、
不
支
持
率
が
支

持
率
を
上
回
る
。
日
系
企
業
は

今
後
ど
の
よ
う
に
組
織
を
運
営

し
て
い
く
の
か
、
働
き
方
は
ど

う
す
る
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
を
巡
ら
せ
る
。
ジ
ェ
ト
ロ
も

例
外
で
は
な
い
。
職
員
に
対
し

三
つ
の
ワ
ー
ク
を
示
し
た
。
情

報
を
収
集
・
伝
達
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

迅
速
的
確
に
届
け
る
フ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
仲
間
と
協
力
連
携
し
て

仕
事
を
行
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

だ
。
日
米
経
済
の
橋
渡
し
役
と

し
て
今
年
も
日
系
企
業
の
米
国

で
の
事
業
展
開
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
。

と
い
う
比
較
的
難
し
い
局
面
を

う
ま
く
乗
り
切
っ
た
﹂
と
い
う

の
が
海
外
か
ら
の
評
価
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
日
本
で
は
感
染

者
数
が
減
少
。
と
こ
ろ
が
、
ホ

リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
た

か
の
よ
う
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が

登
場
し
、
ア
メ
リ
カ
で
瞬
く
間

に
過
去
最
高
の
新
規
感
染
者
数

の
更
新
。
日
本
で
も
新
規
感
染

者
数
が
急
増
し
て
い
る
。
感
染

力
が
強
い
一
方
で
、
重
症
化
し

な
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
。

　

こ
う
し
た
中
、
日
本
で
は
引

き
続
き
外
国
人
を
入
国
制
限
し

て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
発
の
海

外
旅
行
の
状
況
は
﹁
行
け
る
と

こ
ろ
に
行
く
﹂と
い
う
も
の
だ
。

ま
た
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
験

し
て
、
旅
行
者
が
海
外
旅
行
に

求
め
る
も
の
に
も
変
化
が
出
て

い
る
。

　

例
え
ば
、
都
市
観
光
よ
り
も

自
然
を
体
験
す
る
需
要
が
高
ま

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
気
候

変
動
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
慮
す

る
観
光
客
も
増
え
て
い
る
。
日

本
の
旅
行
関
係
者
の
方
々
に
と

っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
い
か
に

乗
り
切
る
か
が
課
題
だ
が
、
旅

行
ト
レ
ン
ド
の
変
化
を
敏
感
に

捉
え
、
来
た
る
海
外
旅
行
の
再

開
の
時
に
備
え
る
こ
と
も
同
様

に
重
要
だ
。

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
・
イ
ン
ク

上
田
淳
会
長

﹁
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
実
施
﹂

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所

河
本
健
一
所
長

﹁
米
国
の
先
行
き

占
う
５
点
﹂

日
本
政
府
観
光
局

山
田
道
昭

Ｎ
Ｙ
事
務
所
長

﹁
旅
行
の
ト
レ
ン
ド

に
変
化
﹂

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
︵
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
︶
は
５
日
、
昨
年
11
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
、
市
内
ク
イ

ー
ン
ズ
区
で
８
件
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

︵
自
動
現
金
預
け
払
い
機
︶
盗

難
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し
た

と
発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
５
件

は
同
区
ジ
ャ
マ
イ
カ
１
５
９
丁

目
で
、
３
件
は
数
ブ
ロ
ッ
ク
離

れ
た
ヒ
ル
サ
イ
ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー

１
６
８
丁
目
で
午
後
か
ら
深
夜

に
か
け
て
発
生
し
た
。

　

被
害
者
は
16
歳
か
ら
63
歳
ま

で
の
全
員
男
性
。
警
察
は
11
月

30
日
午
後
２
時
30
分
に
ヒ
ル
サ

イ
ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
１
４
８
丁
目

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
立
ち
去
る
22
歳

の
男
性
に
ナ
イ
フ
を
突
き
つ
け

て
１
３
０
０
ド
ル
を
奪
っ
て
逃

げ
た
容
疑
者
の
写
真
を
公
開
し

た
＝
写
真
上
＝
。
警
察
で
は
犯

人
逮
捕
に
つ
な
が
る
情
報
提
供

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
電
話

８
０
０
・
５
７
７
・
８
４
７
７
ま

で
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
客
狙
う
犯
罪
急
増

ク
イ
ー
ン
ズ
で
連
続
８
件

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
42
丁
目
の
地

下
鉄
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
駅
で

15
日
午
前
９
時
40
分
ご
ろ
、
ホ

ー
ム
に
い
た
中
国
系
女
性
、
会

社
員
ミ
ッ
シ
エ
ル
・
ア
リ
ッ
サ
。

ゴ
ー
さ
ん
︵
40
︶
＝
写
真
左
＝

が
男
に
突
き
落
と
さ
れ
、
電
車

に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
た
。

　

こ
の
女
性
は
ふ
た
り
の
女
性

と
一
緒
に
同
駅
の
Ｎ
・
Ｒ
・
Ｑ

線
の
ホ
ー
ム
で
電
車
を
待
っ
て

い
た
が
、
線
路
に
突
き
落
と
さ

れ
た
後
に
走
行
し
て
き
た
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
方
面
行
き
の
Ｒ
線
列

車
に
は
ね
ら
れ
、
そ
の
場
で
死

亡
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
︶
は
、
容
疑
者
の
マ
ー
シ
ャ

ル
・
サ
イ
モ
ン
︵
61
︶
＝
写
真

下
︵
投
稿
サ
イ
ト
か
ら
︶
＝
を

拘
束
し
た
と
発
表
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ

に
よ
る
と
、
男
は
キ
ャ
ナ
ル
ス

ト
リ
ー
ト
の
警
察
署
に
出
頭

し
、
自
首
し
た
と
い
う
。
サ
イ

モ
ン
は
強
盗
の
前
科
が
あ
り
、

州
刑
務
所
で
２
年
間
服
役
し
、

昨
年
８
月
に
出
所
し
て
い
た
。

ア
ジ
ア
人
女
性
死
亡

ホ
ー
ム
か
ら
突
き
落
と
さ
れ
る

容
疑
者
が
犯
行
後
に
自
首

タイムズスクエア

年頭の所感、米国から

大好評 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

現
金
下
ろ
し
た
後
の
財
布
奪
う
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２
０
２
２
年
1
月
か
ら

各
州
で
の
最
低
賃
金
の
上
昇

75
　

２
０
２
２
年
と
な
り
、
全
米

の
半
数
以
上
、
26
州
で
1
月
1

日
か
ら
最
低
賃
金
が
上
昇
し
て

い
る
。

　

各
州
の
22
年
の
最
低
賃
金
及

び
21
年
と
の
比
較
表
を
記
載
し

た
。
最
低
賃
金
の
水
準
や
分
類

が
分
か
れ
て
い
る
州
も
多
い
。

企
業
規
模
別
や
都
市
毎
に
最
低

賃
金
を
設
定
し
て
い
る
場
所
も

あ
る
た
め
、
自
社
の
最
低
賃
金

を
調
査
す
る
際
に
は
更
な
る
調

査
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。

　

ま
た
、
他
の
法
律
と
同
様
、

最
低
賃
金
も
従
業
員
が
業
務
を

し
て
い
る
場
所
の
金
額
を
遵
守

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
留
意

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

榊
原
将

HR Linqs, Inc. President
www.919usa.com

クイック USA

楽しい
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 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（29）

　

新
し
い
年
で
す
。
新
年
、
私

た
ち
は
﹁
去
年
﹂
と
﹁
今
年
﹂

と
い
う
区
別
を
し
ま
す
。
日
常

生
活
で
も
﹁
わ
た
し
﹂
と
﹁
あ

な
た
﹂
や
﹁
今
週
﹂
と
﹁
来
週
﹂

の
よ
う
に
何
か
の
終
わ
り
と
始

ま
り
の
境
界
線
を
無
意
識
に
引

い
て
い
ま
す
。

　

﹁
仕
事
﹂
と
﹁
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
﹂
の
境
界
線
が
曖
昧
に
な
っ

た
Ｅ
さ
ん
は
週
60
時
間
以
上
の

勤
務
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
友
人
た
ち
と
の
外
出

が
コ
ロ
ナ
禍
で
激
減
。
時
間
を

持
て
余
す
と
同
時
に
そ
の
気
に

な
れ
ば
常
に
仕
事
が
で
き
る
自

宅
勤
務
に
移
行
。﹁
ど
う
せ
時

間
は
あ
る
の
だ
し
﹂
と
１
日
の

中
で
公
・
私
の
境
目
が
喪
失
し

て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
気
づ
い

た
ら
週
末
に
徹
夜
で
仕
事
を
し

て
い
る
こ
と
も
多
く
、
有
能
な

Ｅ
さ
ん
の
も
と
に
は
新
人
の
教

育
な
ど
ご
自
分
の
責
任
外
の
も

の
も
含
め
、
常
に
仕
事
が
山
積

み
。
疲
れ
て
い
る
の
に
休
め
な

い
状
況
に
い
る
ご
自
分
に
気
付

き
ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
し
、

今
日
の
仕
事
を
終
え
明
日
の
仕

事
を
始
め
る
、
と
い
う
線
引
き

の
練
習
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

在
宅
で
可
能
な
趣
味
を
開
拓
・

再
開
し
、
ご
自
身
の
懸
念
を
上

司
に
伝
え
る
機
会
を
設
け
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
Ｅ
さ
ん
の
状

況
は
ま
だ
好
転
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
次
の
四
半
期
か
ら
は
仕
事

量
を
減
ら
す
と
い
う
約
束
を
取

り
付
け
た
そ
う
で
す
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
。
セ
ル
フ

ケ
ア
が
必
要
か
な
、
と
思
わ
れ

た
ら
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
︶

境
界
線
を
引
く

在宅勤務で
公私なくなり
オーバーワーク

　

14
日
の
バ
イ
デ
ン
政
府
の
発

表
で
、
19
日
か
ら
自
宅
で
の
ラ

ピ
ッ
ド
テ
ス
ト
が
無
料
配
布
と

な
っ
て
い
る
。
政
府
の
専
用
サ

イ
ト
で
注
文
す
る
と
、
保
険
の

加
入
、
未
加
入
を
問
わ
ず
一
世

帯
に
つ
き
4
検
査
分
の
入
っ
た

キ
ッ
ト
１
セ
ッ
ト
の
郵
送
を
受

け
ら
れ
る
。
無
料
配
布
が
受
け

ら
れ
る
の
は
一
度
の
み
。
政
府

の
発
表
で
は
申
し
込
み
か
ら
受

け
取
り
ま
で
に
7
日
か
ら
12

日
間
を
予
想
し
て
い
る
。
ま

た
、
毎
日
の
配
送
分
の
20
％
は

自宅でラピッドテスト
キットの無料配布開始

一世帯につき4検査分の入ったキット1セット
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高
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Ｚ
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コ
ー
ド
︶
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に
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先
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送
る
と
い
う
。
申
し
込
専
用
サ

イ
ト
は
次
の
通
り
。https://

w
w

w
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ま
た
同
日
の
政
府
の
発
表
に

よ
る
と
、
1
月
15
日
よ
り
保
険

加
入
者
は
月
8
回
ま
で
の
ラ
ピ

ッ
ド
テ
ス
ト
を
保
険
会
社
の
支

払
い
の
も
と
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
該
当
者

は
自
分
の
保
険
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
内
の
薬
局
で
キ
ッ
ト
を
無
料

で
受
け
取
る
か
、
有
料
購
入
後

の
領
収
書
を
保
険
会
社
に
送
付

す
る
こ
と
に
よ
り
支
払
い
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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日
本
政
府
は
10
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
変
異
種
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

水
際
対
策
と
し
て
、
入
国
制
限

を
２
月
末
ま
で
延
長
す
る
方
針

を
固
め
た
。
こ
れ
ま
で
通
り
、

外
国
人
の
新
規
入
国
は
原
則
停

止
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染

が
確
認
さ
れ
た
国
・
地
域
か
ら

の
日
本
人
帰
国
者
は
３
〜
10
日

間
、
指
定
施
設
で
待
機
さ
せ
る

措
置
を
継
続
す
る
。

　

２
０
２
１
年
11
月
30
日
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
現
在
の
措
置

は
、
日
本
の
永
住
権
を
持
た
な

い
外
国
人
の
新
規
入
国
を
事
実

上
禁
止
す
る
も
の
。
留
学
生
や

永
住
権
保
持
者
な
ど
日
本
の
在

留
資
格
を
持
つ
外
国
人
に
つ
い

て
は
、
ア
フ
リ
カ
南
部
11
か
国

か
ら
の
再
入
国
を
原
則
拒
否
し

て
い
た
措
置
は
取
り
や
め
、
外

国
籍
の
家
族
の
入
国
は
例
外
的

に
入
国
が
許
可
さ
れ
る
。

外
国
人
の
入
国
禁
止
は

２
月
末
ま
で
継
続
方
針

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
14
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報
︵
日
本
の

新
た
な
水
際
対
策
措
置
︶
で
、

日
本
入
国
の
際
の
水
際
措
置
の

変
更
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

●
入
国
後
の
自
宅
等
待
機
期
間

等
の
変
更

　

す
べ
て
の
国
・
地
域
か
ら
の

帰
国
者
・
入
国
者
に
求
め
て
い

る
入
国
後
の
自
宅
等
待
機
、
健

康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
公
共
交

通
機
関
不
使
用
の
期
間
が
、
日

本
時
間
１
月
15
日
午
前
０
時
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
14
日
間
か
ら

10
日
間
に
変
更
さ
れ
た
。
す
で

に
日
本
入
国
済
み
で
待
機
中
の

人
に
対
し
て
も
同
時
刻
か
ら
適

用
さ
れ
る
。

●
検
疫
所
長
の
指
定
す
る
宿
泊

施
設
で
の
待
機
期
間
は
変
更
な

し

　

海
外
か
ら
日
本
へ
入
国
す
る

場
合
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
検

疫
所
長
の
指
定
す
る
場
所
で
の

待
機
期
間
に
変
更
は
な
い
の
で

注
意
す
る
。
現
在
、
米
国
全

土
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
ハ
ワ

イ
州
、
イ
リ
ノ
イ
州
、
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
、
テ
キ
サ
ス
州
、
フ
ロ

リ
ダ
州
を
除
く
︶
か
ら
日
本
に

帰
国
・
入
国
す
る
人
は
、
検
疫

所
長
の
指
定
す
る
場
所
︵
検
疫

所
が
確
保
す
る
宿
泊
施
設
に
限

る
︶
で
３
日
間
の
待
機
、
入
国

後
３
日
目
の
検
査
が
引
き
続
き

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
つ
い
て

は
、
６
日
間
の
待
機
と
入
国
後

３
日
目
・
６
日
目
の
検
査
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
検

査
に
お
い
て
も
陰
性
と
判
定
さ

れ
た
人
は
、
同
宿
泊
施
設
を
退

所
後
、
入
国
後
10
日
目
ま
で
の

間
、
自
宅
等
で
待
機
す
る
。

　

詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
Ｈ

Ｐ
又
は
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト

https://w
w

w
.m

hlw
.

go.jp/

を
参
照
す
る
。

入
国
後
の
自
宅
待
機
期
間

14
日
か
ら
10
日
間
に
変
更

　

第
79
回
Ｎ
Ｙ　

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

﹁
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
持
つ
特
権

を
考
え
る
〜
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

施
策
継
続
の
必
要
性
〜
﹂
が
、

28
日
︵
金
︶
午
後
８
時
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

デ
ロ
イ
ト
・
ト
ー
マ
ツ
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
と
も
に
、
企
業
が
今
後
Ｄ
Ｅ

＆
Ｉ
を
推
進
す
る
上
で
考
え
る

べ
き
﹁
構
造
的
差
別
﹂
と
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
施
策
継
続
の
必
要

性
に
つ
い
て
考
え
る
。
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
は
、
大
熊
朋
子
さ
ん

︵
デ
ロ
イ
ト
・
ト
ー
マ
ツ
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
シ

ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
︶
、
中
山

桃
子
さ
ん
︵
同
社
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
︶
。
講
演
後
は
交
流
会
︵
希

望
者
の
み
︶
も
行
わ
れ
る
。

　

参

加

費

無

料

だ

が

要

事

前

登

録
。

登

録

は

h
ttp

s://u
s0

2
w

eb
.

z
o

o
m

.u
s

/
m

e
e

tin
g

/
r

e
g

is
te

r
/

tZ
c

o
c

u
-

p
rzo

rG
tK

n
x

p
O

r5
q

_
dl6i3ZR

c3Iij-

か
ら
。
詳
細

は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.facebook.

com
/nym

banokai/

参
照
。

ＮＹ ＭＢＡの会
28日にオンラインセミナー

多様性施策継続
の必要性

　

家
計
や
衛
生
面
、
安
全
性
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
差
別
な

ど
の
不
安
で
、
Ｎ
Ｙ
市
は
米

国
内
で
最
も
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
る
市
民
が
多
い
都
市
で
あ

る
、
と
こ
の
ほ
ど
調
査
会
社

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ッ
セ
ル
が

伝
え
た
。 

　

同
社
の
調
査
に
よ
る
と
、

同
市
の
独
身
世
帯
の
家
賃
、

自
殺
率
は
と
も
に
世
界
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
ス
ト
レ
ス
の
要
因
と
し
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
、
地
下
鉄
の

運
行
の
遅
延
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の

予
約
困
難
、
法
外
な
不
動
産
価

格
、
終
わ
り
の
見
え
な
い
日
々

の
仕
事
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。 

　

世
界
の
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で

は
、
上
位
50
位
の
う
ち
1
位
は

エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
、
２

位
デ
リ
ー
︵
イ
ン
ド
︶、
３
位

カ
ラ
チ
︵
パ
キ
ス
タ
ン
︶
で
、

同
市
は
30
位
だ
っ
た
。
最
も

ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
都
市
は

ヘ
ル
シ
ン
キ
︵
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
︶、
次
い
で
ウ
ィ
ー
ン

︵
オ
ー
ス
ト
リ
ア
︶、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
︵
ド
イ
ツ
︶
で
、
日
本

で
は
東
京
が
29
位
、
大
阪
が

35
位
だ
っ
た
。
国
内
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
2
位
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
３
位
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
と
な
っ
て
い
る
。

宗
教
や
衛
生
面
、
安
全
性
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

ス
ト
レ
ス

１
位
の
Ｎ
Ｙ

　

五
島
列
島
の
手
作
り
料
理
、

焼
酎
小
料
理
屋
と
し
て
イ
ー
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
営
業
し
た
レ
ス

ト
ラ
ン
﹁
う
み
の
い
え
﹂
が
閉

店
し
た
。
同
店
は
２
０
０
２
年

に
創
業
、
当
初
は
Ｎ
Ｙ
で
手
に

入
る
焼
酎
が
10
種
類
ほ
ど
し
か

な
か
っ
た
時
代
。
２
０
２
０
年

２
月
に
オ
ー
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

市
内
唯
一
の
沖
縄
料
理
専
門
店

と
し
て
、
沖
縄
そ
ば
、
ゴ
ー
ヤ

チ
ャ
ン
プ
ル
な
ど
本
場
の
味
と

と
も
に
、
泡
盛
を
は
じ
め
40
種

類
以
上
の
焼
酎
を
提
供
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
に
帰
国
で
き

な
い
駐
在
員
、
沖
縄
出
身
の
学

生
や
駐
在
員
、
日
本
の
酒
を
求

め
て
現
地
の
客
で
賑
わ
っ
て
い

た
が
、
日
本
か
ら
の
食
材
の
高

騰
、
食
材
不
足
に
追
い
討
ち
を

か
け
る
よ
う
に
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
感
染
拡
大
が
大
き
く
影
響

し
閉
店
に
。
経
営
の
引
き
継
ぎ

手
を
探
し
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルum

inoie.
nynojo@

gm
ail.com

沖
縄
レ
ス
ト
ラ
ン

う
み
の
い
え
閉
店

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ
ゴ
事
務

所
は
2
月
4
日
︵
金
︶
、
25
日

︵
金
︶
に
、
在
米
日
系
企
業
に

向
け
た
﹁
保
険
﹂
に
関
す
る
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
内
容

は
、
第
１
回
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ

ィ
ン
・
リ
ス
ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ 

の
鎌
野 “

A
lex”

達
志
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
﹁
企
業
に

お
け
る
損
害
保
険
﹂
、
第
２
回

は
、
同
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
藤
田

満
美
子
シ
ニ
ア
・
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
に
よ
る
﹁
福
利
厚
生
関
連

の
保
険
﹂
に
つ
い
て
。
各
回

で
、
保
険
の
基
礎
知
識
や
最
近

の
ト
レ
ン
ド
、
ま
た
保
険
を
手

配
す
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
現
在
、
企
業
の

保
険
を
見
直
す
機
会
と
し
て
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
定
員

は
１
０
０
０
人
。
参
加
費
無
料

だ
が
事
前
の
予
約
が
必
要
。
定

員
に
達
し
次
第
締
め
切
る
。
申

し
込
み
は
上
記
。
問
い
合
わ

せ
は
Ｅ
メ
ー
ルC

G
O

@
jetro.

go.jp

　

、
ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ

ゴ
事
務
所
ま
で
。

日
本
企
業
向
け

保
健
セ
ミ
ナ
ー

ジェトロ・シカゴ事務所

2 月 4 日と 25 日に開催

申し込みリンク

https://attendee.gotowebinar.com/
register/1193006820201646350

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局

︵
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｄ
Ｏ
Ｈ
︶
は
昨
月
、

毎
年
恒
例
の
新
生
児
の
名
前
ラ

ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。 

　

２

０

２

０

年

同

市

で

は

10

万

22

人
︵

男

子

５

万

１

２

５

５

人
、

女

子

４
万
８
７
６
７
人
︶
が
誕
生

し
、
男
子
で
は
﹁
リ
ア
ム
﹂
が

６
８
２
人
、女
子
で
は
﹁
エ
マ
﹂

が
４
４
２
人
と
命
名
数
が
最
も

多
か
っ
た
。
以
下
、
男
女
と
も

に
上
位
10
位
は
次
の
通
り
。
男

子
は
ノ
ア
、
ジ
ェ
イ
コ
ブ
、
イ

ー
サ
ン
、
ル
ー
カ
ス
、
ジ
ョ
セ

フ
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
、
エ
イ
ド

ゥ
ン
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
、
ダ

ニ
エ
ル
。
女
子
は
ソ
フ
ィ
ア
、

ミ
ア
、
オ
リ
ヴ
ィ
ア
、
イ
ザ
ベ

ラ
、
ア
ヴ
ァ
、
リ
ア
、
サ
ラ
、

ク
ロ
イ
、
ア
メ
リ
ア
。 

　

同
市
で
は
場
所
に
因
ん
だ
名

前
に
依
然
人
気
が
あ
り
、
女
子

で
は
12
位
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、

男
子
で
は
25
位
マ
デ
ィ
ソ
ン
が

最
も
多
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
上

位
１
５
０
位
で
は
サ
バ
ン
ナ

︵
女
子
77
位
︶、
ま
た
エ
ル
サ
レ

ム
の
聖
な
る
丘
シ
オ
ン
を
語
源

と
す
る
ザ
イ
オ
ン︵
男
子
64
位
︶

や
ハ
ー
モ
ニ
ー
︵
女
子
１
０
５

位
︶
の
よ
う
に
、
同
年
度
で
は

コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
困
難
な
時

期
に
希
望
を
託
す
よ
う
な
名
前

が
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
、
そ

の
ほ
か
グ
レ
ー
ス
や
セ
レ
ニ
テ

ィ
、
ホ
ー
プ
、
ジ
ョ
イ
、
ド
リ

ー
ム
、
ヘ
ブ
ン
、
ラ
ブ
な
ど
が

あ
っ
た
。 

　

ま
た
同
年
報
は
同
市
の
出

生
数
も
伝
え
て
お
り
、
同
市

全
体
で
は
前
年
度
か
ら
９
・

４
％
減
少
し
た
。
出
生
数
が

最
も
多
か
っ
た
の
は
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
３
万
８
９
５
１

人
、
次
い
で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

２
万
４
１
２
９
人
、
ク
イ
ー
ン

ズ
１
万
９
８
７
７
人
、
ブ
ロ
ン

ク
ス
１
万
１
５
１
６
人
、
ス
タ

テ
ン
島
５
５
４
９
人
だ
っ
た
。 

赤ちゃんの名前に
希望を求める
保健所がランキング 

　

生
鮮
野
菜
な
ど
オ
ン
ラ
イ

ン
・
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
た
Ｎ
Ｙ
農
場
フ
レ
ッ

シ
ュ
が
、
事
業
の
売
却
先
を

探
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
、

詳
細
は
Ｅ
メ
ー
ルum

inoie.
nynojo@

gm
ail.com

ＮＹ農場フレッシュ

売却先を募集中

NY 日本商工会議所（JCCI ）

会員にさまざまなメリット

新会員を随時受け付け中

 非営利団体であるニューヨーク日
本商工会議所は、会員に日米両国の
ビジネスにおける慣習や文化をより
よく理解してもらうための支援を職
務としている。これらの目的の達成
に向けて、ニューヨーク大都市圏に
おけるビジネスや地域コミュニティ
との連携を強化するために、さまざ
まなセミナーや活動、イベントを主
催している。現在会員数は 288 社。
　急速に変化する世界では、企業が
中心となったビジネスの再構築、消
費者のモラルの再建、世界経済の活
性化が求められている。同商工会議
所の強力な会員ネットワークは、新
たなビジネスコンタクトの獲得や、
現在関心の高い問題についての議
論、ニューヨークの活性化に参加す
る機会を提供している。
　同会議所では随時会員を募集して
いる。年会費は正会員が 1850 ドル、
準会員は 1050 ドル。詳細の問い合
わせ、入会申し込みは
https://www.jcciny.org/Member/
OverviewJP　

mailto:nynojo@gmail.com
mailto:nynojo@gmail.com
mailto:nynojo@gmail.com
https://attendee.gotowebinar.com/register/1193006820201646350
mailto:nynojo@gmail.com
mailto:nynojo@gmail.com
mailto:nynojo@gmail.com
https://www.jcciny.org/Member/OverviewJP%E3%80%80
https://www.mhlw.go.jp/
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZcocu-przorGtKnxpOr5q_dl6i3ZRc3Iij-
https://www.facebook.com/nymbanokai/
http://kkobo.com/
http://www.rostamilaw.com
https://www.hondag.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.nykoshin.com
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ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
ク
ア
ー
ト

の
グ
ル
ー
プ
展
が
28
日
︵
金
︶

ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る

バ

ー
﹁M

IK
A

 B
ushw

ick

﹂

︵25 T
ham

es St

︶
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
拠
点
に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
小
林
園
実
さ
ん
が
昨
年

か
ら
行
っ
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル

イ
ン
ク
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

参
加
者
か
ら
募
集
し
た
人
た
ち

の
作
品
を
多
数
展
示
。
日
本
人

参
加
者
は
、
井
上
久
子
、
遠
藤

良
子
、
北
川
な
つ
子
、
松
村
牧

亜
、
高
氏
奈
津
樹
ほ
か
８
人
。

同
じ
画
材
で
あ
り
つ
つ
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
豊
か
な
作
品
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

作
品
展
の
最
終
日
と
な
る
28

日
︵
金
︶
午
後
５
時
か
ら
８
時

ま
で
は
、
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。
会

場
のM

IK
A

で
は
ロ
ー
カ
ル

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
酒
、
ワ
イ

ン
が
充
実
し
、
日
本
食
フ
ュ

ー
ジ
ョ
ン
を
楽
し
め
る
。
入

場
無
料
︵
ド
リ
ン
ク
・
食
事

は
各
自
で
購
入
︶。
会
場
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

m
ikabushw

ick.com
/

を

参
照
す
る
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
で
毎
年
好
評
を

得
て
い
た
オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
及
び

直
前
勉
強
会
が
、﹃
オ
ペ
ラ
の

楽
し
み
を
探
ろ
う
！
﹄
発
起
人

会
︵
代
表
：
伊
藤
澄
子
氏
︶
と

の
共
催
で
再
開
す
る
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
第
2
回
目
と

な
る
２
０
２
１
〜
22
シ
ー
ズ

ン
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ

鑑
賞
会
＆
直
前
勉
強
会
は
、
3

月
6
日
︵
日
︶
午
後
２
時
か
ら
、

巨
匠
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
よ
る
歴
史

的
大
作﹃
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
﹄︵
フ

ラ
ン
ス
語
版
︶
を
開
催
。
当
日

は
劇
場
ロ
ビ
ー
に
て
集
合
し
、

舞
台
全
体
が
良
く
見
渡
せ
て
歌

手
と
の
距
離
感
も
近
い
グ
ラ
ン

ド
・
テ
ィ
ア
席
︵
２
階
︶
に
て

観
賞
す
る
。
ま
た
、
鑑
賞
会
直

前
の
４
日
︵
金
︶
午
後
６
時
か

ら
は
、
参
加
者
の
懇
親
を
兼
ね

て
発
起
人
会
メ
ン
バ
ー
を
講
師

と
し
て
勉
強
会
を
実
施
す
る
。

　

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
作
﹃
ド
ン
・
カ

ル
ロ
ス
﹄
は
、
巨
匠
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
の
中
期
の
傑
作
の
一
つ
。
16

世
紀
ス
ペ
イ
ン
帝
国
最
盛
期
、

フ
ィ
リ
ッ
ポ
２
世
に
よ
る
フ
ラ

ン
ダ
ー
ス
地
方
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
弾
圧
を
背
景
に
、
婚
約
者

を
父
王
に
奪
わ
れ
た
カ
ル
ロ
ス

王
子
の
物
語
が
展
開
す
る
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
イ
タ
リ
ア
語
版
で

は
な
く
、
メ
ッ
ト
史
上
初
め
て

フ
ラ
ン
ス
語
版
で
上
演
。
音
楽

監
督
の
ヤ
ニ
ッ
ク
・
ナ
ゼ
・
セ

ガ
ン
の
指
揮
の
も
と
、
錚
々

た
る
歌
手
陣
が
登
場
し
、
約

５
時
間
に
わ
た
る
壮
大
な
ド

ラ
マ
が
上
演
さ
れ
る
。

　

オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
の
参
加
費

は
一
般
１
７
０
ド
ル
、
日
本
ク

ラ
ブ
会
員
１
５
０
ド
ル
。
定
員

20
人
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は

２
月
11
日
︵
金
︶。
直
前
勉
強

会
の
参
加
費
は
一
般
35
ド
ル
、

会
員
30
ド
ル
。
１
ド
リ
ン
ク
付

き
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
nipponclub.org

を
参
照
。

　

ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
活
動
す

る
１
９
７
３
年
生
ま
れ
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・

ヴ
ィ
ー
ザ
ー
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
作
品
﹁
リ
ハ
ー
サ
ル
﹂

が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
の
ふ
も

と
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ダ
ン
ボ

地
区
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
形
の
異
な
る
５
つ

の
幾
何
学
的
な
彫
刻
か
ら
な
る

同
作
品
は
、
写
真
や
鏡
、
ス
テ

ン
レ
ス
の
ほ
か
、
作
家
が
ベ
ル

リ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
で
手
書
き
し

た
１
５
０
０
枚
の
タ
イ
ル
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
街

の
風
景
や
通
り
か
か
る
人
々
を

映
し
出
し
て
い
る
。
展
示
期
間

は
４
月
17
日
ま
で
。

ダンボにアート作品
ベルリンの作家

「リハーサル」4月まで

（上）アルコールインク・
ワークショップの様子

（左）作品

アルコールインク
アート展を開催
ブルックリンで28日まで

オペラの楽しみ方
日本クラブで勉強会

NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第2弾】（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆  7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜 （終了）
◆  8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜今から取り組むアクティブ終活〜（終了）
◆  9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜 （終了）
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜 （終了）
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜 （終了）
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜 （終了）
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜 （終了）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

大好評 
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 ローカル
  スクランブル　

　

Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
は
、
﹁
核
兵
器
禁
止
条

約
﹂
の
発
効
か
ら
ち
ょ
う
ど
1

周
年
を
迎
え
る
22
日
︵
土
︶
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
９
時
30
分

ま
で
、
﹁
日
本
か
ら
始
め
よ
う
、

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

の
は
た
ら
き
か
け
！
﹂
と
題
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

る
日
本
が
条
約
に
署
名
、
批
准

す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
長
年
の

被
爆
者
た
ち
の
願
い
に
応
え
て

い
る
国
際
社
会
に
対
し
て
何
を

す
べ
き
な
の
か
な
ど
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
住
む
日
本
人
か
ら
日

本
に
住
む
日
本
人
に
向
け
て
発

信
す
る
も
の
。
ゲ
ス
ト
は
、
Ｎ

Ｙ
広
島
会
名
誉
会
長
の
古
本
武

司
氏
、
ば
っ
て
ん
会
／
長
崎
県

人
会
会
長
の
木
下
信
義
氏
、
被

爆
者
の
ウ
エ
ス
ト
森
本
富
子
さ

ん
、
音
楽
家
／
ひ
ろ
し
ま
文
化

平
和
大
使
の
原
田
真
二
氏
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
長
崎
平
和
特

派
員
の
津
山
恵
子
さ
ん
、
1 

Future 

代
表
の
西
前
拓
氏
、

M
anhattan Project for a 

N
uclear-Free W

orld

代
表

の
井
上
ま
り
さ
ん
、
ひ
ろ
し
ま

平
和
大
使
／
長
崎
平
和
特
派
員

の
中
垣
顕
実
氏
ほ
か
。
司
会
は

中
村
好
子
さ
ん
。

　

Facebook 

で
の
ラ
イ
ブ
配

信
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルheiw
afoundationN

Y
@

gm
ail.com

︵
代
表
・
中
垣
さ

ん
︶
ま
で
。
詳
細
は https://

w
w

w
.faceb

o
o

k
.co

m
/

H
eiw

aPR
F

を
参
照
。

核
兵
器
廃
絶
訴
え
る

Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン

　

１
９
３
９
年
の
万
国
博
覧
会

の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
歴
史
あ

る
建
造
物
の
ク
イ
ー
ン
ズ
美
術

館
は
、
地
下
鉄
７
番
線
の
メ
ッ

ツ
・
ウ
ィ
レ
ッ
ツ
ポ
イ
ン
ト
駅

近
く
の
広
大
な
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ

メ
ド
ウ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
内
に

あ
る
。
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
創
設
者

の
長
男
で
ガ
ラ
ス
工
芸
家
で
あ

る
ル
イ
ス
・
Ｃ
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
に
よ
る
ガ
ラ
ス
ラ
ン
プ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
常
設
展
示
し
て

い
る
同
美
術
館
で
は
現
在
、
テ

ィ
フ
ァ
ニ
ー
グ
ラ
ス
の
ノ
イ
シ

ュ
タ
ッ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

主
催
す
る
も
う
一
つ
の
展
示
会

﹁
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
ズ
・
ラ
ン
プ

＝
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
・
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
﹂も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

１
８
９
８
年
か
ら
販
売
さ
れ

た
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
ガ
ラ
ス
ラ

ン
プ
は
、
彩
色
ガ
ラ
ス
︵
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
︶
と
自
然
や
動
植

物
の
模
様
を
か
た
ど
っ
た
ブ
ロ

ン
ズ
彫
刻
か
ら
な
る
も
の
。
当

時
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
非
常
に

高
額
な
が
ら
も
人
気
と
な
り
、

実
用
品
と
し
て
の
ラ
ン
プ
で
は

な
く
芸
術
作
品
と
し
て
扱
わ
れ

た
。
ま
た
﹁
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア

ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
の
傑
作
﹂
と
言

わ
れ
、
世
界
中
の
美
術
愛
好
家

の
憧
れ
で
も
あ
る
。
２
つ
の
展

示
で
こ
れ
ま
で
以
上
の
数
多
く

の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
見

ら
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

入
場
料
は
任
意
︵
推
奨
８
ド

ル
、
シ
ニ
ア
４
ド
ル
︶、
18
歳

以
下
は
無
料
。
月
・
火
曜
は
休

館
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w

.
queensm

useum
.org

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
ズ
・
ラ
ン
プ
展

ク
イ
ー
ン
ズ
美
術
館

　

米
食
品
医
薬
品
局︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶

は
12
日
、
フ
レ
ン
チ
・
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
の
材
料
に
関
す
る
規
制

を
１
９
５
０
年
の
制
定
以
降
初

め
て
廃
止
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。 

　

同
局
は
72
年
前
、
製
造
業
者

が
フ
レ
ン
チ
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
製
造
、
販
売
す
る
場
合
は
、

植
物
油
35
％
の
ほ
か
ビ
ネ
ガ
ー

︵
酢
︶
ま
た
は
レ
モ
ン
、
ラ
イ

ム
汁
を
含
有
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
、
塩
や
ト
マ
ト
・
ペ
ー
ス

ト
、
ス
パ
イ
ス
な
ど
は
規
定
外

だ
っ
た
。
同
規
制
緩
和
に
関
し

Ｆ
Ｄ
Ａ
は
、
消
費
者
の
需
要
を

考
慮
し
﹁
生
産
過
程
に
柔
軟
性

を
も
た
ら
し
、
市
場
で
同
等
、

規
定
外
の
商
品
を
入
手
可
能
に

す
る
た
め
﹂
と
伝
え
て
い
る
。 

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
を
拠
点
と

す
る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
ス
＆
ソ
ー

シ
ズ
協
会
︵
Ａ
Ｄ
Ｓ
︶
は
98

年
、
低
脂
肪
、
無
脂
肪
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
合
法
的

に
﹁
フ
レ
ン
チ
・
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
﹂
と
明
記
で
き
な
い
こ
と
に

関
し
、
厳
格
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
製
品
の
開
発
を
妨
げ
、
消
費

者
の
選
択
を
制
限
し
て
い
る
と

し
て
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
に
請
願
書
を
提

出
し
た
。
な
ぜ
フ
レ
ン
チ
・
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
に
限
り
含
有
制
限

が
課
せ
ら
れ
た
の
か
は
定
か
で

は
な
い
。
同
協
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
米
国
内
で
最
も
売
上
が

高
い
の
は
ラ
ン
チ
・
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
、
次
い
で
イ
タ
リ
ア
ン
・

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
る
た
め
、

今
回
の
規
制
緩
和
が
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
市
場
に
与
え
る
影
響
は
少

な
い
と
し
て
い
る
。 

　

そ
の
ほ
か
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
同
様
の

規
制
に
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に
関

し
て
は
﹁
植
物
油
を
65
％
以
上

含
有
す
る
こ
と
﹂、
バ
ニ
ラ
・

エ
ッ
セ
ン
ス
は
﹁
エ
チ
ル
ア
ル

コ
ー
ル
を
最
低
35
％
含
有
す
る

こ
と
﹂、チ
ェ
リ
ー
・
パ
イ
は﹁
重

量
の
15
〜
25
％
は
チ
ェ
リ
ー
が

入
っ
て
い
る
こ
と
﹂
な
ど
が
あ

る
。

フ
レ
ン
チ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

基
準
取
り
消
し

Queens & Long Island

　

今
月
か
ら
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ

ネ
デ
ィ
国
際
空
港
へ
の
エ
ア
ト

レ
イ
ン
運
賃
が
8
ド
ル
に
25
セ

ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
同
局

は
、
２
０
２
４
年
ま
で
に
Ｍ
Ｔ

Ａ
の
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
と
同
様
の
新
し

い
非
接
触
型
料
金
支
払
い
シ
ス

テ
ム
の
実
施
計
画
を
発
表
し
て

い
る
。

　

現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
空
港
へ

の
利
用
客
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以

前
に
は
戻
っ
て
い
な
い
が
、
国

内
旅
行
需
要
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
ピ
ー
ク
を
各
州
で
迎
え
て
い

く
と
再
び
上
昇
す
る
も
の
と
見

ら
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
で
は
経

済
再
開
後
の
需
要
拡
大
に
備
え

改
札
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
を
図
る

と
し
て
る
。

空
港
エ
ア
ト
レ
ン
に
も

非
接
触
型
改
札
導
入
へ

http://www.queensmuseum.org
https://www.facebook.com/HeiwaPRF
http://villagewellusa.com
http://op-ed.jp
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
tel:9175773969
http://ariyoshiny.com
https://japaneseschool.org
tel:5168833500
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 BOOKS
　

も
し
も
私
に
聴
覚
障
害
が
あ

っ
た
ら
、
事
件
や
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
な
ど
万
が
一
の
際

に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
警
察
・

消
防
へ
緊
急
通
報
を
す
れ
ば
い

い
の
だ
ろ
う
。
本
書
﹃
慟
哭
は

聴
こ
え
な
い　

デ
フ
・
ヴ
ォ
イ

ス
﹄
を
読
ん
で
私
が
思
っ
た
こ

と
だ
。

　

聴
覚
障
害
者
︵
ろ
う
者
︶
の

緊
急
通
報
の
問
題
を
描
い
た
表

題
作
ほ
か
、
手
話
通
訳
士
の
男

性
が
関
わ
っ
た
４
つ
の
事
件
を

収
録
し
た
連
作
小
説
。
手
話
通

訳
士
と
は
、
手
話
を
使
っ
て
聴

覚
障
害
者
が
健
常
者
と
の
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
業

で
、
厚
生
労
働
省
が
認
定
す
る

手
話
通
訳
士
は
、
福
祉
関
連
施

設
や
役
所
、
警
察
や
裁
判
所
な

ど
の
公
的
機
関
に
呼
ば
れ
て
活

躍
し
て
い
る
。

　

表
題
作
で
は
、
か
な
り
危
険

な
状
態
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
妊

娠
後
期
の
ろ
う
者
の
女
性
と
そ

の
夫
に
対
し
、救
急
隊
員
が﹁
ど

う
し
て
も
っ
と
早
く
救
急
を
呼

ば
な
か
っ
た
ん
だ
﹂
と
非
難
す

る
。そ
こ
で
手
話
通
訳
士
が﹁
耳

が
聞
こ
え
な
い
彼
ら
に
は
、
し

た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
ん
で

す
よ
！
﹂
と
彼
ら
の
言
葉
を
代

弁
す
る
場
面
で
胸
が
ぐ
っ
と
締

め
付
け
ら
れ
る
。
生
ま
れ
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
我
が
子
に

対
す
る
謝
罪
と
後
悔
の
言
葉
、

そ
の
口
の
動
き
で
意
味
を
解
し

た
の
は
夫
と
通
訳
士
だ
け
だ
っ

た
。
慟
哭
は
聞
こ
え
な
い
、
と

い
う
タ
イ
ト
ル
は
な
ん
と
も
切

な
い
。
ま
た
、
ろ
う
者
が
雇
用

差
別
で
会
社
を
訴
え
た
﹁
法
廷

の
さ
ざ
め
き
﹂
で
は
、
傍
聴
席

の
ろ
う
者
た
ち
が
手
話
で
﹁
そ

う
だ
そ
う
だ
。
私
た
ち
も
同
じ

扱
い
を
受
け
て
い
る
ん
だ
﹂
と

手
を
動
か
し
主
張
す
る
姿
を
見

て
、
裁
判
長
が
﹁
傍
聴
人
、
私

語
は
慎
ん
で
く
だ
さ
い
。
静
粛

に
！
﹂
と
叫
ぶ
。
し
か
し
裁
判

長
の
注
意
喚
起
が
彼
ら
に
は
聞

こ
え
る
は
ず
も
な
く
、
そ
の
声

だ
け
が
法
廷
に
む
な
し
く
響

く
。
注
意
す
れ
ば
静
か
に
な
る

と
い
う
健
常
者
の
常
識
は
彼
ら

に
は
通
じ
な
い
の
だ
。

　

年
齢
と
と
も
に
少
し
の
体
の

不
調
が
現
れ
、
が
っ
か
り
す
る

こ
と
も
あ
る
が
、
私
た
ち
は
病

院
で
ど
ん
な
症
状
な
の
か
を
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
々
の

ざ
わ
め
き
や
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

聞
こ
え
、
街
を
安
心
し
て
歩
く

こ
と
も
で
き
る
。
音
の
な
い
世

界
を
生
き
た
こ
と
の
な
い
人
間

が
ろ
う
者
た
ち
の
苦
労
を
想
像

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
世
の

中
に
は
私
が
知
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
い
か
に
自
分

が
﹁
普
通
﹂
に
生
き
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
。
本

書
の
著
者
も
健
常
者
だ
が
﹁
普

通
﹂を
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
、

知
ら
な
い
世
界
を
懸
命
に
生
き

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を

気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。

　

あ
と
が
き
に
は
、
日
本
で
は

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
﹁
電
話
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
﹂
が
２
０
２
１
年

７
月
か
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
の
運
用
を
開
始
し
24
時

間
・
３
６
５
日
利
用
可
能
と
な

っ
た
と
い
う
朗
報
も
書
か
れ
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
ど

う
な
の
だ
ろ
う
と
気
に
な
り
調

べ
て
み
る
と
、
携
帯
電
話
会
社

の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
︵
Ｓ
Ｍ
Ｓ
︶
機
能
を
介
し

て
英
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
に
て
緊

急
通
報
９
１
１
へ
の
テ
キ
ス
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
だ
。
聴
覚
障
害

者
だ
け
で
な
く
、
言
語
障
害
が

あ
っ
た
り
、
安
全
に
電
話
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
な

ど
に
も
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
有
益
な
ツ
ー
ル
に
な
る
と
思

う
。
最
近
は
極
寒
の
路
上
で
寝

て
い
た
ホ
ー
ム
レ
ス
に
自
分
の

着
て
い
た
コ
ー
ト
を
脱
い
で
掛

け
て
あ
げ
た
ら
、
襲
わ
れ
て
財

布
を
盗
ま
れ
た
と
い
う
残
念
な

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
自
分
の
で

き
る
範
囲
で
の
気
配
り
を
心
が

け
た
い
。　
　

（
高
田
由
起
子
）

 聴覚障害者たちの苦悩を知る
丸山 正樹・著

 東京創元社・刊

■江戸の科学者（吉田光邦、講談社学術文庫）和算家の関
孝和、杉田玄白や天文暦学者の渋川春海から砲術家・坂本
天山まで、江戸時代を代表する科学者たちの伝記集。幼少
期や師匠とのエピソード、成し得た功績を通じて、江戸の
科学や技術の発展の軌跡を生き生きと描く。■高倉健　そ
の愛。（小田貴月、文春文庫）2014 年 11 月に永眠した孤
高の映画俳優・高倉健には最後に愛した女性がいた。共演
者や監督との思い出をはじめ、日々の食事からこだわりの
お洒落まで、人知れず 17 年間をともに暮らした彼女がベー
ルに覆われた銀幕スターの素顔を綴った手記。巻末の高倉
さんのひとこと映画評も興味深い。■現代生活独習ノート

（津村記久子、講談社）偶然録画していた興味のない番組、
冷蔵庫内の陣地争い、貧弱な食事ばかりのＳＮＳ画面、資
料室の籠城騒動など、キラキラしてはいなくても冴えない
日常は案外愛しく悪くない。短編の名手が贈る8つの物語。
今を生き抜くコツをそれとなく教えてくれる、気持ちが楽
になる短編集。■李王家の縁談（林真理子、文藝春秋）梨
本宮伊都子妃は、娘・方子女王の結婚相手探しに奔走して
いた。なかなか身分の釣り合う婿が見つからない。方子女
王が皇太子妃になる道が潰えた今、一刻も早く良縁を見つ
けなければならない。高貴な人々が避けては通れない縁談
を軸にした、ご成婚宮廷絵巻。■「学校に行きたくない」
と子どもが言ったとき親ができること（石井志昴、ポプラ新書）自身も経験
者である不登校新聞編集長が 20 年の取材を経て伝えたい、子どもとの向き
合い方。学校へ行きたくない子どもにどう対応するかといった具体的なアド
バイスから子育てのノウハウまで、多くの親子が悩み傷つきながら獲得した
知見を紹介する。Ｎ高を創設した角川ドワンゴ学園理事・川上量生氏との対
談も収録。■入門　米中経済戦争（野口悠紀雄、ダイヤモンド社）米中経済
戦争は、貿易摩擦やハイテク技術競争から、バイデン政権で国家理念の対決
になった。生産地としても市場としても中国のウエイトはコロナ前より高
まっており、中国を除外した経済運営は考えられない。こうした中で日本が
選ぶべき道は何か。ますます複雑化する対立構造を読み解く。（高田由起子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
科
学
者
た
ち
の
伝
記
集
。
高
倉
健
の
素
顔
を
綴
っ
た
手
記
。
短

編
の
名
手
が
贈
る
８
つ
の
物
語
。
縁
談
を
軸
に
し
た
ご
成
婚
宮
廷
絵
巻
。
不
登
校
経
験
者

が
伝
え
る
子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
。
複
雑
化
す
る
対
立
構
造
を
読
み
解
く
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
・
グ
リ
シ
ャ

ム
と
い
う
名
前
を
聞
い
て
、
彼

女
が
誰
で
あ
る
か
を
す
ぐ
わ
か

る
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
彼
女
は
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
重
要
な
役
職
で
あ
る
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
報
道
官
で
あ
り

広
報
部
長
だ
っ
た
女
性
だ
。

　

グ
リ
シ
ャ
ム
は
報
道
官
に
就

任
後
、
一
度
も
記
者
会
見
を
開

か
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
報
道
官

の
歴
史
上
初
め
て
の
こ
と
だ
。

そ
の
こ
と
を
逆
手
に
取
っ
た

﹁
今
あ
な
た
た
ち
の
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
﹂
と
い
う
こ
の
本

の
タ
イ
ト
ル
が
生
き
て
く
る
。

　

彼
女
は
報
道
官
就
任
以
前
、

ト
ラ
ン
プ
の
妻
で
あ
る
メ
ラ
ニ

ア
夫
人
の
主
席
補
佐
官
を
務
め

て
い
る
。
入
れ
替
わ
り
の
激
し

い
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
２
０
１
６

年
か
ら
21
年
ま
で
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
内
部
で
働
い
て
お
り
、
そ

れ
な
り
の
地
位
も
獲
得
し
た
人

物
だ
。
そ
の
彼
女
が
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
娘
の
イ
ヴ
ァ
ン
カ
や
メ
ラ

ニ
ア
夫
人
な
ど
の
﹁
身
内
﹂
の

こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
こ
と
な

ど
を
詳
細
に
語
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
こ
の
本
は
、
ど
ち
ら
か

ら
と
い
う
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
の
世
界
の
本
な
の
か
も
知

れ
な
い
と
思
っ
た
。

（
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ッ
ク
ジ
ャ
ム

編
集
長
／
秦
隆
司
）

ト
ラ
ン
プ
の
元
報
道
官
が
語
る
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
こ
と
本
名
・
石
川

智
子(

32)

。
身
長
１
４
８
セ

ン
チ
の
小
柄
な
外
見
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

ダ
ン
ス
ス
タ
イ
ル
で
、
数
多
く

の
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
バ
ッ

ク
ダ
ン
サ
ー
を
務
め
る
な
ど
、

今
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
最
も
注
目

を
集
め
る
日
本
人
ダ
ン
サ
ー
の

1
人
だ
。

　

東
京
出
身
、
6
歳
か
ら
ダ
ン

ス
を
始
め
22
歳
で
来
米
。
こ
れ

ま
で
、
マ
ド
ン
ナ
、
リ
ル
キ
ム
、

フ
ァ
ッ
ト
ジ
ョ
ー
、
レ
ミ
ー
マ
、

フ
レ
ン
チ
モ
ン
タ
ナ
と
言
っ
た

錚
々
た
る
メ
ジ
ャ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
と
し

て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
や
、

シ
ョ
ー
な
ど
に
出
演
し
た
。

　

最
近
で
は
、
世
界
中
で
大
ブ

レ
イ
ク
し
た
カ
ー
デ
ィ
ー
ビ
ー

や
、
Ｋ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

Ｂ
Ｔ
Ｓ
、
有
名
ラ
ッ
パ
ー
、
フ

ィ
フ
テ
ィ
ー
セ
ン
ト
と
の
共
演

な
ど
、
彼
女
の
快
進
撃
は
止
ま

ら
な
い
。

　

ま
た
、
ダ
ン
ス
以
外
で
も
映

像
大
手
ド
ル
ビ
ー
の
コ
マ
ー
シ

し
い
思
い
を
し
て
帰
り
の
地
下

鉄
で
泣
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
3

か
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終
え

た
帰
国
前
、
恩
師
に
﹁
必
ず
戻

っ
て
来
い
﹂
と
言
わ
れ
心
を
決

め
、
帰
国
半
年
後
、
ペ
リ
ダ
ン

ス
の
学
生
と
し
て
再
来
米
し

た
。

　

高
校
ま
で
ダ
ン
ス
以
外
に
は

目
も
く
れ
ず
に
過
ご
し
た
が
短

大
で
ダ
ン
ス
と
一
度
離
れ
た
こ

と
で
自
分
を
見
失
っ
た
時
期
が

あ
っ
た
。﹁
母
親
が
﹃
今
な
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
く
支
援
を

し
て
あ
げ
る
け
ど
、
今
行
か
な

い
な
ら
も
う
一
生
行
か
せ
な

い
﹄
と
ダ
ン
ス
を
本
気
で
や
る

き
っ
か
け
を
も
う
一
度
く
れ

た
。
こ
の
時
の
母
の
後
押
し
が

な
か
っ
た
ら
、
今
の
私
は
い
な

い
と
思
う
﹂
と
振
り
返
る
。

　

今
は
ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ
エ
や
卒

業
し
た
ス
ク
ー
ル
の
ペ
リ
ダ
ン

ス
を
含
む
4
つ
の
ス
タ
ジ
オ
で

講
師
を
し
て
い
る
。
教
え
る
こ

と
や
、
振
り
付
け
な
ど
の
仕
事

も
更
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
将

来
へ
の
展
望
も
語
る
。

　

ダ
ン
サ
ー
に
な
る
こ
と
に
大

反
対
だ
っ
た
父
親
は
、
今
で
は

彼
女
の
一
番
の
フ
ァ
ン
だ
。
帰

国
す
る
と
い
つ
も
デ
ィ
ス
コ
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。﹁
20

代
は
自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
だ

っ
た
。
最
近
は
親
の
近
く
に
い

て
も
い
い
か
な
と
い
う
気
持
ち

に
な
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
い
つ

か
ビ
ザ
が
取
れ
な
く
な
る
そ
の

日
ま
で
は
頑
張
り
ま
す
﹂
と
答

え
た
。　
　

︵
三
浦
良
一
記
者
︶

ャ
ル
、
運
動
靴
メ
ー
カ
ー
大
手

コ
ン
バ
ー
ス
の
広
告
で
モ
デ
ル

を
務
め
る
な
ど
多
彩
な
才
能
を

発
揮
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
こ
ま
で
来
る
に

は
平
坦
な
道
で
は
な
か
っ
た
。

22
歳
の
時
に
右
も
左
も
英
語
も

分
か
ら
ず
、
知
り
合
い
が
1
人

も
い
な
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
。

ハ
ー
レ
ム
に
あ
っ
た
、
2
段
ベ

ッ
ド
が
2
つ
あ
る
7
畳
の
部
屋

で
の
共
同
生
活
、
そ
れ
が
最
初

に
住
ん
だ
場
所
だ
っ
た

　

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
で
毎
日
悔 Photo by Naoto Sawaki

ダンサー

TOMO

米
国
の
メ
ジ
ャ
ー
舞
台
で
大
活
躍

@tomo6kaijohn

　

江
戸
時
代
中
期
１
７
０
１
年

元
禄
14
年
３
月
14
日
、
江
戸
城

内
松
の
廊
下
で
、
赤
穂
藩
主
浅

野
内
匠
頭
が
吉
良
上
野
介
を
刃

傷
︵
に
ん
じ
ょ
う
︶
に
及
ん
だ

こ
と
に
端
を
発
し
て
、
加
害
者

の
浅
野
は
即
日
切
腹
、
お
家
取

り
潰
し
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果

を
不
服
と
す
る
家
来
の
大
石
内

蔵
助
と
四
十
七
浪
士
は
、
主
君

の
仇
討
ち
と
し
て
元
禄
15
年
12

月
14
日
、
未
明
に
本
所
・
吉
良

邸
へ
討
ち
入
り
し
首
級
を
あ
げ

た
そ
の
後
、
切
腹
に
至
っ
た
一

連
の
事
件
を
総
称
し
て
﹁
赤
穂

事
件
﹂
と
呼
ぶ
。
主
君
の
遺
恨

を
晴
ら
す
べ
く
命
を
か
け
た
行

動
は
民
衆
か
ら
喝
采
を
も
っ
て

迎
え
ら
れ
た
の
は
、
忘
れ
か
け

て
い
た
武
士
道
を
体
現
し
た
一

方
で
、
当
時
の
人
々
が
幕
府
の

や
り
方
へ
の
理
不
尽
さ
を
日
頃

か
ら
抱
い
て
い
た
の
で
は
と
思

う
。

　

赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
後
、

事
件
も
の
を
扱
っ
た
物
語
が
い

く
度
と
な
く
人
形
浄
瑠
璃
、
歌

舞
伎
な
ど
で
作
ら
れ
た
。
そ
の

な
か
で
白
眉
と
な
っ
た
の
が

１
７
４
８
年
、
大
阪
に
て
初
上

演
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の
演
目

﹁
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
﹂
で
、︵
ひ

ら
仮
名
47
文
字
＝
赤
穂
四
十
七

士
、
諸
説
あ
る
が
、
武
士
の
手

本
と
な
る
忠
臣
ら
と
大
石
内
蔵

助
の
﹁
蔵
﹂
を
か
け
た
。
主
の

た
め
に
命
懸
け
で
仇
を
討
っ
た

ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
へ
の
オ
マ
ー
ジ

ュ
も
感
じ
る
︶
絶
大
な
人
気
か

ら
歌
舞
伎
に
リ
メ
イ
ク
さ
れ

た
。
ま
た
史
実
を
扱
う
こ
と
か

ら
、
幕
府
の
お
咎
め
を
避
け
る

た
め
そ
の
時
代
設
定
は
室
町
時

代
に
し
、
登
場
人
物
の
名
前
も

す
べ
て
仮
名
に
し
た
。

　

さ
て
、
全
十
一
段
に
及
ぶ
な

か
の
重
要
人
物
は
、
高
武
蔵
守

師
直
＝
吉
良
上
野
介
に
対
し
、

刃
傷
事
件
を
起
こ
し
た
塩
治
半

官
高
定
＝
浅
野
内
匠
頭
と
、
浪

士
と
と
も
に
仇
討
ち
を
念
入
り

に
計
画
・
実
行
し
た
大
星
由
良

之
助
＝
大
石
内
蔵
助
だ
。
物
語

に
は
﹁
南
無
阿
弥
陀
仏
﹂
の
来

世
で
の
幸
せ
を
信
じ
る
せ
い
か

命
を
尊
ば
な
い
場
面
も
多
く
、

そ
の
背
景
に
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
貧
困
が
あ
っ
た
の
で
は
と

思
わ
せ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
巻

き
込
ま
れ
て
翻
弄
さ
れ
る
人
々

の
、
笑
い
・
涙
・
人
情
・
悲
劇

が
展
開
す
る
。
そ
ん
な
な
か
、

顔
世
御
前
︵
浅
野
の
正
室
︶
に

仕
え
る
腰
元
だ
っ
た
﹁
お
か

る
﹂
は
、
の
ち
に
夫
と
な
る
塩

治
家
の
家
臣
で
あ
る
勘
平
︵
気

の
毒
に
も
誤
解
と
勘
違
い
か
ら

切
腹
に
追
い
込
ま
れ
る
︶
の
資

金
繰
り
の
た
め
自
ら
遊
郭
に
身

を
売
っ
て
し
ま
う
が
、
恋
人
の

た
め
に
奔
走
す
る
行
動
力
を
と

も
な
っ
た
一
途
さ
は
凛
と
し
て

輝
く
。
そ
れ
を
表
現
し
た
ジ
ュ

エ
リ
ー
が
、
歌
舞
伎
俳
優　

市

川
九
團
次
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ

る
︵
株
︶
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
の
ブ

ラ
ン
ド
︻
花
ひ
ら
く
︼
シ
リ
ー

ズ
の
商
品
名﹁
矢
絣
﹂﹁
恋
一
途
﹂

と
し
て
蘇
っ
た
。津

延
美
衣
︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

写真 :（株）ク
ロスフォロー

48

山
梨
と
宝
石
﹁
歌
舞
伎
の
演
目

﹃
仮
手
本
忠
臣
蔵
﹄
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
﹂
21

https://mijikan.blogspot.com/
tel:2014031647
https://www.myhappytummyclub.com/
https://www.licensepower.net/
tel:9175773969
http://www.idocenter.com
https://shopnyseikatsu.com/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶

は
８
日
、﹁Zoom

も
ち
つ
き

大
会
﹂
を
開
催
し
た
。
同
校
で

は
未
だ
に
対
面
授
業
が
再
開
さ

れ
な
い
な
か
、
生
徒
が
一
堂
に

会
し
て
新
年
を
祝
い
、
希
望
を

も
っ
て
１
年
間
前
進
す
る
こ
と

を
願
っ
て
実
施
し
た
。

　

初
め
に
川
﨑
校
長
が
生
徒
に

向
け
﹁
お
も
ち
の
よ
う
に
皆
さ

ん
の
学
力
が
伸
び
て
、
困
難
に

も
粘
り
強
く
立
ち
向
か
え
ま
す

よ
う
に
。
そ
し
て
、
出
来
上
が

っ
た
お
も
ち
は
ト
ラ
の
よ
う
に

ガ
ブ
っ
と
美
味
し
く
食
べ
ま
し

ょ
う
﹂
と
挨
拶
し
た
。
長
年
保

護
者
と
し
て﹁
も
ち
つ
き
大
会
﹂

開
催
に
貢
献
し
て
き
た
吉
川
純

一
委
員
長
が
紅
白
の
法
被
姿
で

祭
り
の
音
楽
と
共
に
登
場
し
、

大
会
の
雰
囲
気
を
大
い
に
盛
り

上
げ
た
。

　

今
回
はZoom

開
催
の
た

め
、
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
予
め
炊
飯
器
で
炊
い
た
も
ち

米
を
用
意
し
、
先
生
の
指
示
に

従
い
な
が
ら
、
す
り
こ
ぎ
棒
を

使
っ
て
ボ
ー
ル
の
中
で
ト
ン
ト

ン
と
つ
い
て
い
っ
た
。
10
分
ほ

ど
で
も
ち
が
完
成
し
、
待
ち
に

待
っ
た
試
食
タ
イ
ム
で
は
、
つ

き
た
て
の
も
ち
に
、
磯
部
、
き

な
こ
、
あ
ん
こ
な
ど
の
味
付
け

を
し
て
頬
張
っ
た
。
食
べ
終
わ

る
と
﹁
思
っ
た
よ
り
簡
単
に
作

れ
た
﹂﹁
お
も
ち
が
な
が
〜
く

伸
び
た
﹂﹁
醤
油
と
海
苔
で
食

べ
る
の
が
お
い
し
い
﹂﹁
き
な

こ
味
が
一
番
好
き
﹂
と
笑
顔
で

感
想
を
述
べ
て
い
た
。

ZOOMでもちつき大会
NY補習授業校LI校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
日
本
語
補
習
校 A

lto 
W

eekend School

︵
中
村
健

人
校
長
︶
は
、
書
き
初
め
の
授

業
を
行
っ
た
。﹁
自
分
か
ら
進

ん
で
行
う
こ
と
で
、
学
習
は
楽

し
く
な
る
﹂と
い
う
思
い
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
書
く
字
は
そ
れ

ぞ
れ
自
分
で
決
め
た
。﹁
勉
強

し
た
漢
字
を
さ
っ
そ
く
書
い
て

み
た
い
﹂﹁
ね
こ
が
好
き
だ
か

ら
、
ね
こ
と
書
き
た
い
﹂﹁
お

正
月
ら
し
い
言
葉
に
し
た
い
﹂

と
、
決
め
た
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ

だ
。
は
じ
め
に
用
具
の
使
い
方

や
注
意
点
を
確
か
め
、
先
生
の

筆
の
使
い
方
を
見
学
し
た
。
実

際
に
筆
を
持
つ
と
ど
の
児
童
も

真
剣
な
表
情
で
字
に
向
き
合
っ

た
。
毛
筆
に
初
め
て
触
れ
る
児

童
も
の
び
の
び
と
取
り
組
み
、

そ
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
様
子

で
あ
っ
た
。

主
体
的
な
書
き
初
め

日
本
語
補
習
校A

lto

で

 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
︶
は
６
日
、
新
春
恒
例
の

餅
つ
き
大
会
を
行
っ
た
。
今
年

の
会
場
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
た
め
、
全
員
が
集
合
し
な

い
形
を
と
り
、
体
育
室
で
学
年

ご
と
に
順
番
に
入
れ
替
わ
り
実

施
し
た
。
会
場
に
は
壁
に
紅
白

幕
を
吊
り
下
げ
、
大
き
な
杵
と

臼
、
蒸
し
器
が
置
か
れ
、
蒸
さ

れ
た
餅
米
の
香
り
で
満
ち
て
い

た
。
会
場
の
様
子
は
教
室
に
ラ

イ
ブ
中
継
さ
れ
、
子
ど
も
達
は

教
室
か
ら
ク
イ
ズ
や
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
他
の
学
年
の

友
達
の
様
子
を
観
て
、
新
年
の

行
事
に
参
加
し
た
。

　

餅
つ
き
大
会
で
は
６
年
生
の

児
童
が
司
会
進
行
を
行
っ
た
。

お
正
月
ク
イ
ズ
に
始
ま
り
、
教

師
に
よ
る
餅
つ
き
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
、
子
ど

も
達
は
順
番
に
体
育
室
に
移
動

し
、
さ
っ
そ
く
重
い
杵
を
持
っ

て
餅
つ
き
に
挑
戦
し
た
。﹁
よ

い
し
ょ
ー
！
よ
い
し
ょ
ー
！
﹂

と
各
ク
ラ
ス
か
ら
画
面
を
通
し

て
み
ん
な
の
掛
け
声
に
あ
わ
せ

て
力
い
っ
ぱ
い
杵
を
振
り
上

げ
、
餅
を
つ
き
上
げ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
と
ポ
ー
ト
ワ
シ

ン
ト
ン
校
、
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
各

部
門
に
お
い
て
も
、
年
末
年

始
に
餅
つ
き
大
会
を
行
っ
た
。

今
回
、
学
園
で
使
用
し
た
餅

米

は
、T

he R
ice Factory 

N
ew

 Y
ork

︵https://trf-
ny.com

/

︶の
寄
付
を
受
け
た
。

NY育英学園全日制部門

元気に餅つき

https://trf-ny.com/
https://www.samuraimama.com/
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
tel:2014616502
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.masako-inkyo.com/
https://www.englishlanguagesuccess.org/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com


コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

新環境での不安と
第二言語発達について（２）

　

前
回
は
グ
テ
ィ
カ
ン
ス
ト

︵
２
０
０
５
︶
の
異
文
化
に
お

け
る
不
安
と
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ら

と
の
言
語
的
接
触
を
避
け
る
こ

と
で
の
自
己
防
衛
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
し
た
。
し
か
し
一

方
、
グ
デ
ィ
カ
ン
ス
ト
は
こ
の

よ
う
な
﹁
不
安
﹂
や
﹁
恐
れ
﹂

を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

能
力
を
身
に
つ
け
、
さ
ら
に
現

地
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ら
の
文
化
や
行

動
を
正
確
に
把
握
し
て
予
測
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
然
と

そ
の
文
化
へ
の
適
応
能
力
も
生

ま
れ
て
く
る
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
人
間
は
も
ち
ろ
ん
よ
り
楽

で
心
地
よ
い
方
向
へ
、
安
心
す

る
環
境
へ
と
動
く
の
は
当
然
の

本
能
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
あ

え
て
異
質
な
も
の
へ
の
理
解
を

深
め
、
少
し
ず
つ
で
も
そ
の
文

化
を
取
り
入
れ
る
努
力
を
意
識

し
て
重
ね
て
い
け
ば
、
実
際
の

適
応
も
自
然
に
進
む
と
い
う
わ

け
で
す
。
こ
れ
に
は
﹁
１
。
新

文
化
へ
の
論
理
的
な
理
解
と
認

識
度
を
高
め
る
﹂
、
﹁
２
。
こ
れ

ら
の
知
識
を
基
に
自
分
も
実
行

を
始
め
る
﹂
と
い
っ
た
段
階
が

あ
る
よ
う
で
す
。
で
は
こ
れ
を

米
国
大
学
の
ク
ラ
ス
に
当
て
は

め
て
、
よ
り
具
体
的
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

 　

ま
ず
﹁
１
。
新
文
化
へ
の
論

理
的
な
理
解
と
認
識
度
を
高
め

る
﹂
と
い
う
項
目
に
ア
ジ
ア
人

学
生
ら
の
状
況
を
照
ら
し
て
み

る
と
、
彼
ら
の
多
く
は
米
大
学

に
転
入
後
、
﹁
米
国
人
学
生
は

一
般
的
に
発
言
に
活
発
で
、
中

に
は
話
し
す
ぎ
る
生
徒
ら
も
い

る
﹂
﹁
米
国
人
学
生
ら
の
発
言

形
態
は
、
き
ち
ん
と
挙
手
し
て

か
ら
発
言
す
る
私
た
ち
と
は
違

う
﹂
と
い
っ
た
よ
う
に
、
表
側

の
認
識
は
十
分
で
き
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
﹁
な
ぜ
米
国
人
学
生

は
積
極
的
に
発
言
を
行
う
の

か
。
ク
ラ
ス
内
で
話
に
参
加
す

る
目
的
は
何
な
の
か
﹂
と
い
う

内
側
の
部
分
ま
で
の
理
解
は
、

聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
見
る

限
り
非
常
に
乏
し
い
よ
う
で

す
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
米
国

人
学
生
ら
か
ら
見
た
ア
ジ
ア
人

と
思
う
か
ら
。﹂
と
い
う
明
確

な
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、﹁
自
分
は
自
分
の

言
い
た
い
こ
と
を
発
言
し
た

い
。
た
だ
米
国
の
ク
ラ
ス
を
観

察
し
て
い
て
、
米
国
人
学
生
は

発
言
を
す
る
こ
と
で
、
授
業
や

先
生
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
思
う
。
周
り
も
そ
れ
で
お

互
い
に
学
べ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

自
分
は
﹃
で
き
る
生
徒
だ
と
思

わ
れ
た
い
﹄
と
い
う
動
機
も
あ

る
だ
ろ
う
と
思
う
。だ
か
ら﹃
発

言
権
の
奪
い
合
い
﹄
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
り
、
彼
ら
の
間
で

は
手
を
挙
げ
な
い
で
﹃
早
く
言

っ
た
者
勝
ち
﹄
み
た
い
な
状
況

が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
と

い
つ
ま
で
待
っ
て
も
、
手
を
挙

げ
て
い
て
も
、
自
分
が
発
言
す

る
順
番
は
回
っ
て
こ
な
い
と
実

感
し
た
﹂
と
、
頭
の
中
で
米
国

の
ク
ラ
ス
文
化
や
状
況
の
違
い

の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
ま
さ
に
グ
ン
デ
ィ
カ
ン

ス
ト
の
第
一
段
階
で
あ
る
﹁
論

理
的
な
理
解
と
認
識
﹂
が
十
分

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。
次
に
彼
女
は﹁
２
。

こ
れ
ら
の
知
識
を
基
に
自
分
も

実
行
を
始
め
る
﹂
と
い
う
段
階

に
進
ん
で
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、

多
く
の
米
国
人
学
生
ら
と
同
様

に
手
を
挙
げ
ず
、
い
き
な
り
話

し
出
し
て
発
言
権
を
取
り
に
行

っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
戸
惑
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
る
程
度

は
現
地
文
化
を
取
り
入
れ
て
実

行
し
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
留

学
し
て
も
自
分
の
目
的
は
達
成

で
き
な
い
と
実
感
し
た
の
で

す
。行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
女
は
発
言
が
盛
ん
な
米
国
人

生
徒
ら
の
主
流
に
入
り
、
先
生

に
も
す
ぐ
顔
と
名
前
を
覚
え
て

も
ら
い
、
ク
ラ
ス
内
外
で
の
適

応
も
進
ん
だ
と
い
え
ま
す
。

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
土
筆
教
室
小
１

笹
野　

結
月

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　
　
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
１

　

對
馬　

慈
保

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校
小
３

　

福
田　

芽
以

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
６

嶋
田　

咲
紀
子

院
京
書
道
会
　
一
般

坂
口　

貴
男　

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
６

ベ
ア　

拓
海

学
生
の
発
言
行
動
も
同
様
で
、

﹁
な
ぜ
彼
ら
は
全
然
発
言
し
な

い
ん
だ
？ 

授
業
へ
の
参
加
が

消
極
的
す
ぎ
る
﹂
と
表
面
だ
け

で
判
断
を
し
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

 　

し
か
し
、
以
前
の
聞
き
取
り

調
査
の
結
果
で
、
一
人
だ
け
活

発
に
発
言
を
続
け
て
い
る
台
湾

出
身
の
女
子
学
生
の
話
を
し
ま

し
た
が
、
彼
女
の
ケ
ー
ス
は
例

外
の
よ
う
で
す
。
再
度
彼
女
の

考
え
を
整
理
し
て
み
ま
す
と
、

﹁
私
自
身
は
手
を
挙
げ
な
い
で

発
言
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う

じ
ゃ
な
い
と
自
分
の
番
が
い
つ

ま
で
も
来
な
い
か
ら
。
で
も
も

し
私
と
誰
か
が
同
時
に
発
言
を

始
め
た
ら
、
私
は
い
つ
も
相
手

に
発
言
権
を
譲
る
。
な
ぜ
な
ら

相
手
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る

こ
と
は
、
私
は
相
手
に
失
礼
だ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校(

菱
沼
省
二
校
長
︶
は
11

日
、
教
職
員
対
象
に
現
地
校
理

解
の
一
環
と
し
て
、
元
Ｎ
Ｙ
市

公
立
小
学
校
長
の
リ
サ
・
ス
ト

ー
ン
氏
を
招
い
て
職
員
研
修
を

行
っ
た
。
２
年
前
ま
で
は
教
職

員
も
実
際
に
現
地
校
に
見
学
に

行
っ
て
い
た
が
、
感
染
症
対
応

で
昨
年
度
は
実
施
で
き
ず
、
講

師
を
招
い
て
の
２
年
ぶ
り
の
研

修
会
と
な
っ
た
。

　

研
修
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
学
校
生
活
を
最
大

限
に
広
げ
活
用
で
き
る
よ
う
な

ガ
イ
ド
に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ

た
。こ
れ
は
Ｎ
Ｊ
校
で
目
指
す
、

教
室
内
外
に
関
わ
ら
ず
、
ど
の

よ
う
な
場
所
で
あ
っ
て
も
学
び

を
継
続
し
て
い
く
指
導
ス
タ
イ

ル
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
特

に
﹁
Ｐ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
﹂
に
つ
い
て
の

講
演
は
教
職
員
が
強
い
関
心
を

持
っ
た
。
今
年
度
は
今
回
の
講

話
を
は
じ
め
、
和
歌
山
大
学
の

豊
田
充
崇
氏
、
北
海
道
教
育
大

学
の
川
俣
智
路
氏
の
講
話
を
通

し
て
研
鑽
の
機
会
を
設
け
て
き

た
。
教
育
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
く
な
か
、﹁
学
び
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
﹂﹁
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
﹂
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
さ
ら
な
る
授
業
改
善
を
行

っ
て
い
く
。

教職員が研修会
現地校の元校長招き

NJ 日本人学校

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
http://starchildny.com
http://www.betteratmath.com
https://www.kokinshodo.com/
http://www.kodomony.org
https://japaneseschool.org
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

 

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ひ
ま
わ
り
習
字
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ク
イ
ー
ン
ズ
・
み
ら
い
塾

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
日
本
語
補
習
校

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
土
筆
教
室

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
・
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
44
回
冬

期
課
題
、
第
２
回
目
の
選
考
作
品
21

点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の

な
か
か
ら
、
年
度
末
に
年
間
最
優
秀

大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ

ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト

の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募

数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特

別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ

ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

　

課

題

の

見

本

と

規

定

用

紙

は
、

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.n

y
seikatsu.com

よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募
要
項

の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

次回第 45 回春期課題の発表は

２月 12 日号の予定です。

 協賛：米国ゼブラ社

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 

第
44
回
冬
期
課
題
選
考
作
品
発
表
︵
２
︶

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.zebrapen.com/
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十
一
月
二
十
五
日
は
サ
ン
ク

ス
ギ
ビ
ン
グ
で
し
た
。
わ
た
し

は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ 

に

住
ん
で
い
る
親
せ
き
の
家
に
行

き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
行
く

前
に
と
て
も
わ
く
わ
く
し
て
い

ま
し
た
。
家
に
着
い
た
と
き﹁
こ

こ
に
つ
い
て
夢
み
た
い
！
﹂
と

思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
親
せ
き
の
家
に
と
ま
る
の

は
ひ
さ
し
ぶ
り
だ
か
ら
で
す
。

　

家
に
入
っ
て
親
せ
き
の
家
族

と
大
き
な
ハ
グ
を
し
ま
し
た
。

親
せ
き
は 

大
き
な
犬
を
三
び

き
か
っ
て
い
る
の
で
、
犬
と
も

ハ
グ
を
し
ま
し
た
。
サ
ン
ク
ス

ギ
ビ
ン
グ
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、
お

じ
さ
ん
が
料
理
を
し
た
タ
ー
キ

ー
を
毎
年
食
べ
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

　

そ
し
て
、
毎
年
デ
ィ
ナ
ー
の

前
に
、
一
人
ず
つ
何
に
か
ん
し

ゃ
を
し
て
い
る
の
か
を
発
表
し

ま
す
。
わ
た
し
の
お
ば
あ
さ
ん

が
、﹁
今
年
は 

ズ
ー
ム
で
サ
ン

ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
を
し
な
い
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。﹂
と
言

い
ま
し
た
。
私
も
ズ
ー
ム
が
好

き
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　

お
父
さ
ん
が
、﹁
清
桜
が
、

サ
ッ
カ
ー
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

ッ
プ
で
ゆ
う
し
ょ
う
し
て
、
ピ

ア
ノ
を
習
い
始
め
て
か
ん
し

ゃ
し
て
い
ま
す
。﹂
と
言
っ
て
、

私
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
わ
た
し
の
番
に
、﹁
わ
た

し
は
、
今
こ
こ
に
い
て 

家
族

の
み
ん
な
に
会
え
て
か
ん
し
ゃ

し
て
い
ま
す
。﹂
と
言
い
ま
し

た
。

　

ま
わ
り
を
見
る
と
、
み
ん
な

が
私
み
た
い
に
笑
っ
て
い
て
、

感
謝
を
し
て
い
る
よ
う
な
顔
を

し
て
い
ま
し
た
。
親
せ
き
の
家

に
二
日
間
と
ま
っ
て
、
家
族
と

た
く
さ
ん
時
間
を
す
ご
せ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　

　

今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
僕

を
一
番
変
え
た
経
験
は
、
ピ
ア

ノ
を
人
前
で
弾
い
た
事
で
す
。

初
め
て
ピ
ア
ノ
に
触
っ
た
７
歳

の
時
か
ら
僕
は
ピ
ア
ノ
が
大
好

き
で
、
リ
サ
イ
タ
ル
や
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
沢
山
の
場
所
で
弾
い

て
き
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
を
人
前
で
弾
く
時

は
、
自
分
の
弾
き
慣
れ
た
ピ
ア

ノ
を
持
っ
て
行
く
事
は
で
き
な

い
の
で
初
め
て
出
会
っ
た
ピ
ア

ノ
を
弾
く
事
に
な
り
ま
す
。
ピ

ア
ノ
の
音
は
人
間
が
一
人
一
人

違
う
よ
う
に
一
台
一
台
違
う
の

で
、
そ
の
個
性
や
特
徴
を
と
ら

え
て
即
座
に
修
正
し
な
が
ら
弾

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
言

い
換
え
れ
ば
、
初
め
て
会
っ
た

人
が
ど
ん
な
性
格
の
人
な
の
か

を
考
え
な
が
ら
上
手
に
会
話
を

す
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

　

ピ
ア
ノ
を
人
前
で
演
奏
す
る

こ
と
で
た
め
に
な
っ
た
こ
と

は
、
緊
張
や
不
安
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
震
え

な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、

初
め
の
一
音
を
出
す
時
は
緊
張

の
ピ
ー
ク
で
す
。
聴
こ
え
て
く

る
は
ず
の
自
分
の
演
奏
が
良
く

聴
こ
え
ず
、
あ
せ
る
気
持
ち
を

落
ち
着
か
せ
る
の
に
一
番
頼
り

に
な
る
の
は
繰
り
返
し
て
き
た

練
習
で
す
。
自
分
は
大
丈
夫
だ

と
思
い
、
音
を
よ
く
聴
け
る
よ

う
に
な
れ
ば
緊
張
感
は
薄
れ
良

い
演
奏
が
続
け
ら
れ
、
自
信
を

持
っ
て
ス
テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

　

さ
ら
に
演
奏
や
練
習
を
通
じ

て
、
時
間
管
理
、
自
分
に
自
信

を
持
つ
事
、
集
中
力
、
失
敗
か

ら
の
立
ち
直
り
な
ど
、
様
々
な

事
を
学
べ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
毎
日
勉
強
、
ス
ポ

ー
ツ
、
習
い
事
、
趣
味
な
ど
に

忙
し
い
と
思
い
ま
す
。
一
日
24

時
間
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い

ま
す
か
？

　

僕
の
好
き
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

角
野
隼
人
さ
ん
と
い
う
人
が
い

ま
す
。
彼
は
音
楽
大
学
で
は
な

く
東
京
大
学
に
進
学
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ピ
ア
ノ
の
コ
ン

ペ
で
優
勝
し
た
り
、
今
年
開
催

さ
れ
た
シ
ョ
パ
ン
国
際
コ
ン
ク

ー
ル
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
彼

は
、
ど
の
よ
う
に
ピ
ア
ノ
と
勉

強
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る

の
か
、
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
聞

か
れ
、﹁
一
日
に
勉
強
だ
け
14

時
間
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
ピ
ア
ノ
だ
け
14
時
間
練
習

も
で
き
な
い
。
で
も
勉
強
７
時

間
、
ピ
ア
ノ
７
時
間
な
ら
出
来

る
﹂
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

僕
は
こ
の
言
葉
を
教
訓
に
、

自
分
自
身
も
最
大
限
努
力
で
き

る
人
物
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
14
年
︶

　

命
と
は
、
一
度
な
く
す
と
も

う
二
度
と
か
え
っ
て
こ
な
い
、

大
切
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
の
命
は
、
世
界
に
一
つ

し
か
存
在
し
ま
せ
ん
。
み
ん
な

の
命
も
同
じ
で
す
。
生
き
物
と

機
械
に
た
く
さ
ん
の
ち
が
い
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
の
ち
が
い
は
、

生
き
物
は
自
分
で
け
が
を
治

す
力
が
あ
り
ま
す
が
、
機
械
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
物
に
は

機
械
と
く
ら
べ
て
、
自
分
の
力

で
何
か
を
す
る
能
力
が
あ
り
ま

す
。

　

次
に
、
生
き
物
に
は
他
の
生

き
物
が
き
ず
つ
い
た
と
き
に
、

﹁
痛
い
だ
ろ
う
な
﹂
と
思
い
や

る
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
生
き

物
に
は
機
械
に
は
な
い
、
人
の

心
を
考
え
る
能
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

最
後
の
ち
が
い
は
、
生
き
物

が
死
ん
だ
ら
同
じ
も
の
は
も
う

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
機

械
は
同
じ
も
の
を
作
る
こ
と
が

で
き
て
、
こ
わ
れ
て
も
新
し
い

も
の
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
生
き
物
に
は
同
じ
命
は
あ

り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、
同
じ

も
の
が
作
れ
る
機
械
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
が
、
世
界
に
一
つ

し
か
な
い
、
い
ろ
ん
な
生
き
物

の
命
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
機
械
よ
り
生
き

物
の
命
の
ほ
う
が
、
よ
り
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
一
度
な
く
す

と
二
度
と
帰
っ
て
こ
な
い
命
で

す
が
、
生
き
物
に
し
か
で
き
な

い
能
力
、
生
き
物
の
命
は
す
ご

く
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
６
年
６
か
月
︶

　

ぼ
く
の
座
右
の
銘
は
、﹁
蒔

か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
﹂
と
言
う
言

葉
で
す
。
こ
の
言
葉
は
リ
セ
の

国
語
の
授
業
で
こ
と
わ
ざ
を
勉

強
し
た
と
き
に
見
つ
け
ま
し

た
。

　

ぼ
く
が
こ
の
言
葉
を
選
ん
だ

理
由
は
、
ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
新

し
い
こ
と
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
な

い
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
わ
ざ

は
、
種
を
蒔
か
な
け
れ
ば
花
も

実
も
な
る
こ
と
は
な
い
と
い
う

意
味
や
、
努
力
も
せ
ず
に
い
い

結
果
は
出
せ
な
い
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
を
体

験
で
き
た
出
来
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
ぼ
く
が
テ
ニ
ス

キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
た
時
の
こ
と

で
す
。
始
め
は
、
練
習
を
し
て

な
か
っ
た
の
で
上
手
に
ボ
ー
ル

を
打
て
る
か
自
信
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
あ
ま
り

参
加
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
プ
の
練

習
は
と
て
も
楽
し
く
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
も
で
き
て
、
自
信
も
つ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
、﹁
蒔

か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
﹂
の
意
味
の

よ
う
に
、
ち
ょ
う
せ
ん
し
な
け

れ
ば
い
い
結
果
は
出
せ
な
い
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
次

か
ら
は
、
新
し
い
こ
と
を
こ
わ

が
ら
ず
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
僕
を
一
番
変
え
た
経
験
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
　
春
太
郎

　

ぼ
く
は
ふ
ゆ
に
な
る
と
、
い

え
で
し
ゅ
く
だ
い
を
す
る
と

き
、
こ
た
つ
に
入
り
た
く
な
る
。

で
も
ぼ
く
の
い
え
に
は
こ
た
つ

が
な
い
。
ぼ
く
は
か
な
し
い
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶
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 「ふゆがきた」
　　　　　　シンシナティ日本語補習校小１

　　　　　　　　　　　　　　リー　サニー

 ﹁
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ー
フ
ィ
ッ
ツ
　
清
桜
　
知
美
亜

 「命とは」
　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４　　

　　　　　　　　　　　　　　　中尾　有璃

 ﹁
大
切
に
し
た
い
言
葉
﹂

　
　
　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
琉
生
　

◆
お
詫
び
と
訂
正
◆
１
月
15
日
号
に
掲
載
し
た
﹁
私
と
日
本
語
﹂
作
者
の
ツ
イ
・

ベ
ラ
さ
ん
の
学
校
名
を
間
違
っ
て
記
載
し
ま
し
た
。
正
し
く
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
パ

ブ
リ
ッ
ク
高
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
共
に
お
詫
び
致
し
ま
す
。

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org


2022 年（令和 4 年）1 月 22 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［ LIVING in USA］　　(16  )

 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
イ
ー
ス
ト
に
あ
る
キ
ッ

プ
ス
ベ
イ
︵K

ips B
ay

︶
は
、
南
北
は
34
丁
目
と
27
丁
目

の
間
、
東
西
を
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
か
ら
３
番
街
と
の
間
に
囲

ま
れ
た
エ
リ
ア
を
さ
す
。
閑
静
な
住
宅
街
が
広
が
り
、
治
安

も
良
い
。

　

写
真
は
、
そ
の
キ
ッ
プ
ス
ベ
イ
に
あ
る
新
築
の
20
階
建
て

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
43
ユ
ニ
ッ
ト
あ
る
う
ち
の
一
室
と
ル
ー

フ
デ
ッ
キ
、
外
観
。

　

１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
１
・
５
バ
ス
ル
ー
ム
、
広
さ
８
９
０

平
方
フ
ィ
ー
ト
。
室
内
洗
濯
乾
燥
機
や
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
ク
ロ

ー
ゼ
ッ
ト
も
あ
り
、
南
向
き
の
明
る
い
部
屋
。
販
売
売
り
出

し
価
格
は
１
７
０
万
ド
ル
だ
が
１
６
０
万
ド
ル
ま
で
交
渉
が

可
能
な
物
件
。
共
益
費
が
月
額
１
０
０
０
ド
ル
と
な
か
な
か

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
ル
ー
フ
デ
ッ
キ
か
ら

の
眺
め
も
最
高
だ
。

　

頭

金

は

10

％
。

レ

ン

タ

ル

の

場

合

は
、

月

額

の

家

賃

は

５

５

０

０

ド

ル
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

３

４

７
・
５

４

６
・
５

３

１

８
、

Ｅ

メ

ー

ル　

rika.
furum

oto@
gm

ail.com

山
崎
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
︶

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
イ
ー
ス
ト

キップス・ベイ

閑静な住宅地の新築

　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
南
側

59
丁
目
に
建
つ
、
２
０
１
５
年

に
建
築
さ
れ
た
70
階
建
て
の
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
﹁
２
２
０
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
サ
ウ
ス
﹂
の

最
上
階
︵
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
︶
が
、

１
億
９
０
０
０
万
ド
ル
︵
約

２
１
７
億
円
︶
で
売
却
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
物
件
は
４
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
、
９
８
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト

︵
９
１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
︶
の

広
さ
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
販
売
さ
れ
た
最
も
高
額
な
物

件
の
一
つ
だ
と
い
う
。
購
入
者

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

元
の
所
有
者
は
米
富
豪
の
エ

ル
・
オ
ク
氏
で
、
２
０
１
９
年

に
ほ
ぼ
半
額
の
９
３
０
０
万
ド

ル
︵
約
１
０
６
億
円
︶
で
購
入
。

オ
ク
氏
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
拠

点
を
置
く
投
資
会
社
オ
ク
ジ

フ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
創
業
者
だ
が
、
自
身
が

直
接
関
与
し
た
贈
収
賄
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
が
明
る
み
に
出
る
と
、

19
年
９
月
に
社
名
を
ス
カ
ル
プ

タ
ー
に
変
更
し
て
い
た
。
米
経

済
誌
フ
ォ
ー
ブ
ス
に
よ
る
と
、

オ
ク
氏
の
純
資
産
は
推
定
41
億

ド
ル
︵
約
４
７
０
０
億
円
︶。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
超
高
層
ビ
ル

ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
誰
か
が
購
入

mailto:furumoto@gmail.com
mailto:furumoto@gmail.com
mailto:furumoto@gmail.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:commercial@redacinc.com
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！ 

こ
の
投
稿
を
ご
覧
に

な
る
頃
は
も
う
１
月
も
下
旬
に

差
し
掛
か
ろ
う
と
い
う
タ
イ
ミ

ン
グ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
で

す
、
２
０
２
２
年
に
な
り
ま
し

た
！ 

と
、
い
う
こ
と
は
ル
ー

ト
66
生
誕
１
０
０
周
年
ま
で
あ

と
わ
・
ず
・
か
・
４
年
で
す
︵
笑
︶
。

今
年
も
頑
張
っ
て
皆
さ
ん
が
ル

ー
ト
66
に
行
っ
て
み
た
く
な
る

よ
う
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
年
か
ら
あ
ま

り
後
ろ
向
き
な
話
は
し
た
く
な

い
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
旅

行
ム
ー
ド
が
戻
っ
て
き
た
か

な
？ 

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
て

き
た
新
し
い
株
の
せ
い
で
、
ま

た
ま
た
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い

で
日
本
の
ホ
テ
ル
を
始
め
と
し

た
旅
行
業
界
は
悲
鳴
を
上
げ
て

い
ま
す
。
で
す
が
、
そ
ん
な

苦
し
い
戦
い
方
を
し
て
い
る

宿
泊
業
界
も
、
実
は
稼
動
が

上
が
っ
て
い
る
施
設
タ
イ
プ

も
あ
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
も

﹁A
irbnb

﹂ 

と
い
う
言
葉
は
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、A

irbnb

︵
以
下
エ
ア
ビ

ー
︶
は
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
拠
点
を
置
く
バ
ケ
ー
シ

ョ
ン
レ
ン
タ
ル
を
オ
ン
ラ
イ
ン

市
場
で
提
供
し
て
い
る
﹁
企
業
﹂

の
名
称
で
す
。
つ
ま
り
、
﹁
エ

ア
ビ
ー
﹂
自
体
は
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
や
施
設
を
指
す
名
称
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
何
か
？ 

簡
単
に
言
え
ば
、
エ
ア
ビ
ー
が

提
供
す
る
の
が
﹁
空
き
部
屋
を

貸
し
た
い
人
︵
ホ
ス
ト
︶
﹂
と

﹁
部
屋
を
借
り
た
い
旅
人
︵
ゲ

ス
ト
︶
﹂
を
つ
な
ぐ
ウ
ェ
ブ
サ

ー
ビ
ス
、
で
し
ょ
う
か
。
日
本

で
は
﹁
民
泊
﹂
と
し
て
認
知
さ

れ
て
い
て
、
２
０
１
８
年
６
月

に
施
行
さ
れ
た
﹁
住
宅
宿
泊
事

業
法
﹂
︵
い
わ
ゆ
る
民
泊
新
法
︶

に
よ
っ
て
許
可
を
得
な
い
事
業

主
は
排
除
さ
れ
た
こ
と
で
利
用

へ
の
安
心
感
や
透
明
性
が
増

し
、
実
際
の
利
用
客
は
増
加
し

ま
し
た
。
特
徴
と
し
て
は
、
宿

泊
場
所
を
提
供
す
る
側
が
﹁
プ

ロ
﹂で
は
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

基
本
的
に
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
プ
ロ

セ
ス
で
す
が
、
オ
ー
ナ
ー
さ
ん

が
在
駐
し
て
い
る
施
設
は
周
辺

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
な
ん
か
も

収
集
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ

り
、
ニ
ー
ズ
は
決
し
て
低
く
な

い
よ
う
で
す
。と
い
う
こ
と
で
、

今
月
の
﹁
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧

国
道
ル
ー
ト
66
﹂
シ
ー
ズ
ン
④

第
９
回
目
は
、
ル
ー
ト
66
上
で

展
開
さ
れ
る
エ
ア
ビ
ー
に
つ
い

て
少
し
お
話
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

民
泊
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
の
は

ホ
テ
ル
同
様
、
基
本
的
に
１
泊

か
ら
滞
在
で
き
る
の
で
、
特

に
ホ
テ
ル
の
選
択
肢
が
少
な

い
場
所
で
は
有
意
義
な
存
在

で
す
が
、
ル
ー
ト
66
に
は
多

く
の
モ
ー
テ
ル
が
存
在
し
ま

す
。
そ
の
殆
ど
は
、
ア
メ
リ
カ

で
は
﹁M

om

＆Pop

﹂
と
呼

ば
れ
る
小
さ
い
家
族
経
営
が
多

い
の
で
す
が
、
一
部
大
都
市
で

は
チ
ェ
ー
ン
系
の
モ
ー
テ
ル
を

始
め
、
一
流
ホ
テ
ル
も
存
在
し

ま
す
。﹁
宿
泊
費
用
を
抑
え
る
﹂

と
い
う
の
が
民
泊
の
一
つ
の
魅

力
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で

す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ル
ー

ト
66
上
で
は
そ
れ
ら
モ
ー
テ
ル

の
方
が
安
い
の
が
現
状
で
す
。

で
は
エ
ア
ビ
ー
の
魅
力
っ
て
？

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、そ
れ
は
一
つ
の﹁
拠

点
﹂
を
決
め
て
、
そ
こ
を
中
心

に
徹
底
的
に
そ
の
エ
リ
ア
を
探

索
す
る
場
合
、
そ
し
て
特
に
小

さ
な
お
子
様
を
擁
す
る
家
族
旅

行
の
場
合
な
ど
は
検
討
す
る
に

値
す
る
と
思
い
ま
す
。
ホ
テ
ル

や
モ
ー
テ
ル
で
は
値
段
交
渉
は

難
し
い
で
す
が
、
滞
在
期
間
に

よ
っ
て
は
民
泊
の
場
合
は
話
を

聞
い
て
く
れ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
ど
こ
に
ど
ん
な
民
泊

施
設
が
あ
る
の
？
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
エ
ア
ビ
ー
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
﹁R

oute 
66

﹂
と
検
索
し
て
み
る
と
、
意

外
と
ヒ
ッ
ト
す
る
施
設
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
、

ミ
ズ
ー
リ
州
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
な

ど
で
は
幾
つ
か
見
つ
か
り
ま
す

が
、
そ
の
他
の
州
で
は
も
ち
ろ

ん
ル
ー
ト
66
上
の
街
で
民
泊
を

運
営
し
て
い
る
施
設
は
存
在
し

ま
す
が
、﹁
ル
ー
ト
66
﹂
を
前

面
に
謳
っ
て
い
る
施
設
は
…
。

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
に
﹁
ル
ー

ト
66
、
ル
ー
ト

66
﹂
と
言
う
必

要
は
な
い
か
も

し

れ

ま

せ

ん

が
、﹁
折
角
行
っ

て
泊
ま
る
の
だ

か
ら
そ
の
雰
囲

気
は
充
分
感
じ

た
い
！
﹂
と
い

う
の
が
人
情
で

す
よ
ね
。

　

話
は
前
後
し

ま
す
が
、
な
ぜ

今
月
い
き
な
り

エ
ア
ビ
ー
の
話

な
ん
ぞ
始
め
た

の
か
？
と
思
わ

れ
る
読
者
の
方

も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
理

由
は
２
つ
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は

筆
者
自
身
が
仕

事
上
で
最
近
民

泊

絡

み

の

案

件
を
扱
っ
て
い

る
と
い
う
極
め

て
個
人
的
な
話

と
、
も
う
一
つ

は
最
近
ル
ー
ト

66
ニ
ュ
ー
ス
の

サ
イ
ト
で
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

サ
プ
ル
パ
と
い
う
街
で
、
長
年

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
・
シ
ア
タ
ー
︵
青
空
映
画
館
︶

が
今
年
の
後
半
に
エ
ア
ビ
ー

の
宿
泊
施
設
と
し
て
再
開
す

る
、
と
報
道
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

﹁
え
？
サ
プ
ル
パ
っ
て
聞
い
た

こ
と
な
い
で
す
﹂
っ
て
言
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
よ
︵
笑
︶。
同

州
タ
ル
サ
よ
り
約
20
キ
ロ
ほ
ど

南
に
あ
る
人
口
２
万
１
０
０
０

人
ほ
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、

ル
ー
ト
66
の
通
る
メ
イ
ン
通
り

に
は
、
１
９
４
８
年
に
建
て
ら

れ
た
武
器
庫
を
改
造
し
、
数
年

前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
﹁
ハ
ー

ト
・
オ
ブ
・
ル
ー
ト
66
オ
ー

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
︵H

eart of 
R

oute 66 A
uto M

useum

︶﹂

が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
エ
ア
ビ
ー
の
施
設
で

す
が
、
ビ
ン
テ
ー
ジ
・
ト
レ
ー

ラ
ー
が
何
と
12
台
！ 

い
わ
ゆ

る
Ｒ
Ｖ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
宿
泊
施

設
に
な
る
と
い
う
の
だ
か
ら
期

待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で
す

よ
ね
。
尚
、
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
れ

ば
そ
れ
ら
は
１
９
５
０
年
代
の

文
化
を
意
識
し
て
内
装
も
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

そ
う
そ
う
肝
心
な
点
を
忘
れ

て
い
ま
し
た
。
宿
泊
の
お
値
段

で
す
。
ル
ー
ト
66
上
に
あ
る
施

設
を
ざ
っ
と
見
て
み
る
と
場
所

に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の
の
、

大
体
Ｕ
Ｓ
50
〜
１
０
０
ド
ル
の

間
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
街

の
中
心
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
値

は
上
が
り
ま
す
が
、
ゆ
っ
た
り

し
た
﹁
一
軒
家
﹂
で
、
家
族
水

い
ら
ず
の
休
暇
を
じ
っ
く
り
過

ご
す
に
は
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

最
後
に
宣
伝
っ
ぽ
く
な
っ
て

し
ま
い
恐
縮
で
す
が
、
そ
の

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
に
は

﹁B
u

ck A
tom

's C
osm

ic 
C

urios

﹂
と
い
う
必
見
の
お

土
産
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。
私

の
良
き
友
人
で
あ
る
店
主
は
、

そ
の
店
の
裏
に
﹁C

rash Pad 
on R

oute 66

﹂
と
い
う
民
泊

施
設
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
他

と
比
べ
る
と
ち
ょ
っ
と
お
値
段

は
張
り
ま
す
が
、
そ
の
価
値
は

充
分
に
あ
る
か
と
。
そ
れ
で
は

ま
た
来
月
お
目
に
か
か
り
ま

す
！
︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66

協
会
ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶

さ
あ
行
こ
う
！ 

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
９

：

民
泊
に
泊
ま
っ
て
み
よ
う
！

 第 433 回

　

12
月
11
、
12
日
に
長
崎
大
学

で
開
催
さ
れ
た
第
8
回
公
害
資

料
館
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
公
害
資
料
館
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
中
心
に
、
年
に
一
度
、

公
害
資
料
館
の
連
携
を
図
り
、

互
い
に
学
び
合
う
場
を
作
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
、
２
０
１
３
年
の

長
崎
を
皮
切
り
に
、
富
山
、
四

日
市
、
水
俣
、
大
阪
、
東
京
、

倉
敷
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

従
来
の
テ
ー
マ
は
﹁
わ
く
わ
く

広
げ
よ
う
！
公
害
資
料
館
の

“

わ”

﹂
で
し
た
が
、
今
回
は
長

崎
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、﹁
環

境
と
平
和
の
重
な
り
を
考
え
よ

う
﹂
を
加
え
、

“

新
た
な
広
が
り”

を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　

長
崎
県
で
は
、
原
爆
に
よ
る

被
害
体
験
の
継
承
、
資
料
の
収

集
、
保
管
及
び
展
示
等
の
た
め

の
活
動
が
精
力
的
・
継
続
的
に

行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
カ
ネ
ミ

油
症
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
語

り
部
の
高
齢
化
、
新
規
の
資
料

収
集
の
困
難
化
、
次
世
代
へ
の

継
承
な
ど
の
課
題
は
、
各
地

の
公
害
資
料
館
が
現
在
直
面
し

て
い
る
課
題
と
共
通
し
て
い
ま

す
。
公
害
資
料
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
動
と
、
原
爆
や
カ
ネ
ミ

油
症
に
関
す
る
資
料
収
集
、
展

示
、
継
承
活
動
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
両
者
の
取
組
を
共
有

し
、
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
る
こ
と
は
、
双
方

の
今
後
の
活
動
に
と
っ
て
も
有

意
義
な
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

実
は
、
今
回
私
は
僭
越
な
が

ら
基
調
講
演
者
と
し
て
招
待
さ

れ
、﹁
記
憶
を
伝
え
る
場
と
し

て
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〜
国
際
的

な
潮
流
を
踏
ま
え
て
〜
﹂
と
い

う
演
題
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
時

代
で
あ
っ
て
も
、
資
料
は
現
地

で
実
物
を
保
存
す
る
こ
と
が

一
番
重
要
で
あ
り
、
展
示
に
際

し
て
は
設
置
者
や
専
門
家
の
判

断
を
一
方
的
に
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、
多
視
点
性
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し

た
。
実
際
、
今
回
会
場
と
な
っ

た
長
崎
大
学
文
教
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
三
菱
長
崎
兵
器
製
作
所
大

橋
工
場
の
跡
地
で
、
原
爆
に
よ

っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

場
所
で
あ
り
、
多
く
の
動
員
学

徒
も
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

正
門
の
裏
手
に
は
原
爆
慰
霊
碑

も
あ
り
、
ま
さ
に
記
憶
を
受
け

継
ぐ
議
論
を
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
で
し
た
。
ま
た
、
戦
争

同
様
に
公
害
被
害
と
い
う
の
は

加
害
者
と
被
害
者
が
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
主
張

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
博
物
館

と
し
て
は
、
一
方
の
み
の
価

値
判
断
の
み
を
示
す
の
で
は
な

く
、
多
様
な
考
え
方
を
示
す
こ

と
に
よ
っ
て
来
館
者
の
議
論
の

場
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
テ
ー
マ
と
な
っ

た
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
に
関
し
て

は
、
教
科
書
的
な
知
識
は
持
っ

て
い
て
も
、
そ
の
詳
細
を
知
ら

な
い
参
加
者
も
多
く
、
大
い
に

勉
強
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
一
般
に
﹁
七
大
公

害
﹂
と
言
わ
れ
る
の
は
、
大
気

の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
土
壌

の
汚
染
、
騒
音
、
振
動
、
地
盤

の
沈
下
及
び
悪
臭
で
あ
り
、
環

境
基
本
法
に
も
そ
の
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

１
９
６
８
年
10
月
に
西
日
本
を

中
心
に
広
域
に
わ
た
っ
て
発
生

し
た
ラ
イ
ス
オ
イ
ル
︵
米
ぬ
か

油
︶
を
原
因
と
す
る
食
中
毒
事

件
で
あ
る
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
は

そ
れ
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
い

わ
ゆ
る
四
大
公
害
ほ
ど
に
は
知

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
し

ょ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま

た
次
回
説
明
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国

立
博
物
館
副
館
長
︶

公害資料館連携
フォーラム

in 長崎

http://www.at-newyork.com/
tel:2122136069
https://nyseikatsu.com/gallery/
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新俳句グランプリ 2022
応募要項 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。www.artofhaiku.org

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2022は、米国東部時間2022年1月1日12:00AM
から2022年10月31日11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレ

ス社およびこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効とな

ります。応募者は、募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれていま

す。

日本語部門（18歳以上）

五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問いません。

英語部門（18歳以上）

以下のモデルを参考に表現してください。

Across the still lake
     through upcurls of morning mist  –   
          The cry of a loon
                             – O. Mabson Southard   
summer sun
     slowly dissolving
          boats on horizon
                            -Stephanie Visaya Bose 
18歳未満部門

日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］

毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email

メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を

添えてお送りください。

オンライン

www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法

的な親権者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募

してください。

 応募期間のスケジュール（予定）
応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方

法にかかわらず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初

の1つのみを有効とさせていただきます。

またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール（予定）
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されま

す。候補作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度

審査されるためには、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ご

ろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。

創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン

（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われま

す。候補作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たして

いることなどを示す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われな

かった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補作品は 、各応 募 期間の翌月第 4週号の「 週刊 N Y生 活」、ウェブサイト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、

銅賞は、2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載さ

れます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応

募要項は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

1 1/1/22 1/30/22 11:59:59pm 1/31/22

2 2/1/22 2/28/22 11:59:59pm 2/28/22

3 3/1/22 3/31/22 11:59:59pm 3/31/22

4 4/1/22 4/30/22 11:59:59pm 4/30/22

5 5/1/22 5/31/22 11:59:59pm 5/51/22

6 6/1/22 6/30/22 11:59:59pm 6/30/22

7 7/1/22 7/31/22 11:59:59pm 7/31/22

8 8/1/22 8/31/22 11:59:59pm 8/31/22

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

1 1/1/22 2/5/22 2/11/22 7 7 7

2 2/1/22 3/5/22 3/11/22 7 7 7

3 3/1/22 4/5/22 4/11/22 7 7 7

5 5/1/22 5/5/22 5/11/22 7 7 7

6 6/1/22 6/5/22 6/11/22 7 7 7

7 7/1/22 7/5/22 7/11/22 7 7 7

8 8/1/22 8/5/22 8/11/22 7 7 7

9 9/1/22 9/5/22 9/11/22 7 7 7

10 10/1/22 10/5/22 10/11/22 7 7 7

a stick goes over the falls at sunset   
                             –Cor van den Heuval

俳人

大高翔
SHO OTAKA

1977年徳島県生まれ。 俳
人。13歳より作句。ラ
イフワークとして、子供
たちや初心者への作句指
導を行う。近著に入門書
『ゼロから始める俳句入
門』、最新句集『帰帆(き
はん )』。藍花（あいば
な）俳句会副主宰、俳人
協会幹事、京都芸術大学
非常勤講師、日本ペンク
ラブ会員。公式サイト
http://www.shootaka.jp

【英語俳句審査員】俳人・編集者

スコット・メイソン SCOTT MASON
“The Wonder Code：Discover the Way of Haiku and See the World with New Eyes”の著者、
同書はHaiku FoundationからTouchstone Distinguished Books Award、Haiku Society of America
からHMerit Book Award（Prose）を受賞し、Kirkus Reviewsによる「2019年のベスト100イン
ディーブック」に選ばれた。2011年から21年までオンラインおよび印刷俳句ジャーナルThe 
Heron’s Nestの編集者、現在はHaiku Foundationの戦略部長を務める。自身の俳句は24以上
の国際大会で最優秀賞を含む200以上の賞を受賞。

俳人

江坂衣代
KINUYO ESAKA
1988年〜
     大串章主催俳句結社
     百鳥所属同人
2001年〜09年
 NY句会設立・代表
2014年〜
    俳人協会会員

ジャズピアニスト、
作曲家

大江千里
SENRI OE

大阪出身。シンガーソングラ
イターとして日本で活躍後
ニューヨークへ。最新作７作
目「Letter to N.Y.」はパンデ
ミックの中PCとキーボード
を使い一人で完成させた意
欲作。アトランタ、デトロイ
ト、アルバニアなどのジャズ
フェス、ミルウォーキーサ
マーフェスタ2021に出演。近
著に「マンハッタンに陽はま
た昇る」。
note.com/senrigarden

書画家

田中太山
TAISAN TANAKA
1978年和歌山県生まれ。
2000年から書画家として
活動を開始。代表作は文
字を絵にする「笑文字-え
もじ -」と大筆２本を自
在に操り書く大作書画パ
フォーマンス。合計依頼
作品点数は5万点以上。
自身が主催する「笑文字
塾」には年３千人を越え
る生徒が集まる。2015年
からＮＹ在住。

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.shootaka.jp
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
https://shopnyseikatsu.com/
https://america-keitai.com/



